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日本における薬種としての鹿胎（ニホンジカ胎仔）の利用
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摘　　　　　要

薬種としてのニホンジカ Cervus nippon の胎仔（鹿胎）

の利用にかかわる文献調査を行い，128 件（日本 108 件，

中国・台湾 20 件）の資料を確認した．日本では 47 都道

府県のうち 23 都道府県（48.9％）から，17 世紀～ 20 世

紀の鹿胎利用に関する情報がみいだされた．日本におけ

る薬種としての鹿胎利用は，まず 17 世紀前半（江戸時

代初期）に武家の間で始まり，次いで 19 世紀前半（江

戸時代後期）に出産後の女性の心身の不調の改善の効用

が付加された．そして 19 世紀後半～ 20 世紀初頭（江戸

時代末期～明治・大正期）に盛んに刊行された通俗医書

を通じて一般庶民に流布したと考えられた．明治初期の

北海道では少なくとも 2.7 ～ 4 万頭の鹿胎が生産され，

その多くは他府県に移出または海外に輸出された．鹿胎

は本州，四国，九州でも生産された．鹿胎の価格には大

きな地域差と年変化が認められた．その相対的価値が高

い地域では，薬種としての鹿胎の獲得を目的とする妊娠

したメスジカに偏った捕獲が行われた可能性がある．そ

のようなメスに偏った捕獲圧は明治・大正期における日

本のシカの急激な個体数減少を引き起こした一因と考え

られる．

は　じ　め　に

本稿では，日本における薬種（薬の原料）としてのニ

ホンジカ Cervus nippon（鯨偶蹄目シカ科）の胎仔の利

用について検討する．シカ科の胎仔は現代中国では鹿胎

（lutai）と呼ばれ，日本では鹿胎（ロクタイ）だけでな

く鹿胎子（ロクタイシ）と呼ばれることも多かった．原

文の引用を除きここでは原則として鹿胎を用いる．

東アジアの少なくとも中国と日本では，動物性薬種の

一種としてシカ科の胎仔を利用する長い歴史がある．現

代中国においては，鹿胎は鹿茸（シカ科シカ属の袋角）

とともに，医薬品，化粧品，健康食品等の原料として重

要な位置を占めている（盛 1992；上海科学技術出版社・

小学館 1998；Zhang et al. 2015）．一方，現代日本におい

ては，鹿茸は医薬部外品（生薬）として日本薬局方外生

薬規格 2018 に収載されている［厚生労働省．2018．

URL: https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=00tc3795&
dataType=1&pageNo=1（2021 年 6 月 30 日確認）］が，鹿

胎は収載されておらず「民間薬」に位置づけられる．こ

こで民間薬とは，近代的な医療とは異なり，一般庶民の

生活のなかで発祥し伝承される知識に基づいて，一般庶

民が各地で独自の治療を行うために使用する薬物を指す

（御影・木村 2013）．日本では，鹿胎はいわゆる「血の道」

に効くとされ，「産後の肥立ちが悪い」と表現される出

産後の女性の心身の不調を改善する民間薬として用いら

れていた（早川 1926；栗原 1970b；千葉 1977，1982）．「血

の道」の症状は多岐にわたり，女性の月経時，産褥期，

閉経後の頭痛，のぼせ，めまい，たちくらみ，冷え性，

不正出血等を指すとされる（山脇 1995）．日本の一部の

地域では 1950 年代頃まで鹿胎が民間薬として利用され

ていたらしい（岩井 1959）が，多くの地域ではより早

い時期から法令や生活様式の変化にともなって薬種とし

ての鹿胎の利用は過去のものとなり，その文化は文献資

料に痕跡がみいだされるのみとなっている．

ニホンジカ（以下，シカ）は，かつて東アジアに広く

自然分布したが，現在の生息地は日本の大部分と極東ロ

シアから中国の一部に限られ，朝鮮半島とベトナムの個

体群はすでに絶滅したと考えられている（Harris 2015）．
台湾では1969年の絶滅後に再導入された．またヨーロッ

パ，アメリカ，ニュージーランドに導入されている（Harris 
2015）．シカは2018年時点で日本国土の約7割に生息し，

本土（北海道，本州，四国，九州）および対馬，屋久島，

五島列島等の多くの島嶼に分布する（環境省 2021）．そ
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の分布は時代とともに大きく変化した（千葉 1959；

Tsujino et al. 2010；環境省 2021）．さまざまな資料によ

れば，本州以南のシカの個体数は江戸時代末期から昭和

初期（20 世紀前半）までの期間に減少し，分布は縮小

した．その後，長期的に維持されたメスジカ禁猟政策に

よりシカの個体数は増加し，被害防除のための捕獲が各

地で行われているものの分布は拡大しつつある（環境省

2021）．このような長期的な個体群の消長にかかわって

きた諸要因を理解することは，将来的なシカの適切な個

体群管理のために重要である．

本研究を行った理由はふたつある．第一に，かつての

鹿胎の獲得を目的とした狩猟は，妊娠期のメスジカの死

亡率を高めることで，本種の長期的な個体動態に大きく

影響してきたと推量されるからである．早川（1926）は，

明治初期頃（19 世紀後半），薬種として高値で売れる鹿

胎が妊娠したメスジカの狩猟に対する強いモチベーショ

ンとなり，そのことがシカの地域個体群の衰退をもたら

したと述べている．また同時期の北海道では，エゾシカ

Cervus nippon yesoensis が大規模に捕獲され，その肉，皮，

角とならんで鹿胎が大量に海外へ輸出されたと言われて

いる（本多 1993；梶 2006；大泰司・平田 2011）．第二に，

鹿胎に関する情報は，近世以降の本草学，医薬学，医薬

史学，郷土史学，民俗学，博物学，哺乳類学といった

多分野に分散しているため網羅的には蓄積されておら

ず，その起源，製法，効用，生産，流通，消費等を含む

全体像がこれまでほとんど理解されてこなかったからで

ある．

本稿では，さまざまな文献資料にもとづき日本におけ

る薬種としての鹿胎利用の地理的分布と歴史をあきらか

にする．そして，近世以降の鹿胎利用の特徴，利用文化

の変遷や伝播，盛衰等について考察する．なお，鹿胎に

期待された効用については文献上のものとして記述し，

その医薬品としての効能や薬理については議論しない．

方　　　　　法

さまざまなデータベース（国立国会図書館デジタルコ

レクション，国立公文書館デジタルアーカイブ，文化庁

文化遺産オンライン，国立文化財機構 e 国宝，京都大学

貴重資料デジタルアーカイブ，千葉大学附属図書館古医

書コレクション，早稲田大学図書館古典籍総合データ

ベース，沖縄地域学リポジトリ，中村学園大学貝原益軒

アーカイブ，国文学研究資料館新日本古典籍総合データ

ベース，北海道大学北方資料データベース，科学技術振

興機構 J-STAGE，国立情報学研究所 CiNii Articles，The 

Internet Archive，HathiTrust Digital Library，中国哲学書

電子化計画，Google Books；順不同）を利用し，鹿胎に

関する文献資料を収集した．検索語として鹿胎およびそ

の同義語（鹿胎子，腹子等）を用いた．

なお本稿では，鹿胎の記述を含まない文献資料につい

てもいくつか触れるが，これはおもに，シカ由来の別の

薬種であり古くから利用されてきた鹿茸とくらべて鹿胎

の利用が比較的新しいことを示す上で必要と考えるため

である．引用にあたっては，原則として常用漢字とし，

変体仮名を現行字体に，旧仮名遣いや繰り返し符号（踊

り字，くの字点等）を現代表記に改めた．江戸時代まで

の日本の人物については必要に応じて初出の際に氏名の

後に生年と没年を付した．日付は西暦で表記し，明治以

降については必要に応じて和暦を付した．地名について

は原則として 2021 年現在の表記を用いた．中国の文献

資料については，邦訳を引用して日本語で内容を示した

場合，原文のまま示した場合，あるいは原文の概要を日

本語で示した場合がある．

結　　　　　果

本研究により 128 件の文献資料がみいだされた．年代

順に，日本のものには J1–108（付表 1），中国・台湾の

ものには C1–20（付表 2）の連番を付した．発行年等が

不明な資料については類似した資料と同時代の最後に配

置した．

鹿茸は 2000 年程前から薬種として利用されていたが，

鹿胎はそれより少なくとも千数百年後に利用されはじめ

た（付表 1，2）．すなわち，収集した文献資料における

鹿茸の初出は，中国では 1世紀～ 3世紀の本草書『神農

本草経』（C1），日本では 984 年の医書『医心方』（J1）
であった．一方，鹿胎の初出は，中国では 1665 年の本

草書『本草新編』（C5），日本では 1606 年～ 1610 年の

医書『外療細壍』（J4）であった．

収集した文献資料のうち日本における聞き取り調査の

結果については，20 世紀半ば以降の報告かつインフォー

マントが調査時に語った内容を記録したものに限って整

理した（付表 3；H1–11）．これらは，インフォーマント

の生年や調査時の年齢から判断して，おおむね 19 世紀

後半（江戸時代末期）以降の鹿胎利用に関する情報で

あった．

付表 1と付表 3から，日本における薬種としての鹿胎

利用の分布図（図 1）と年表（図 2）を作成した．47 都

道府県のうち 23 都道府県（48.9％）から，17 世紀～ 20

世紀の鹿胎利用に関する情報がみいだされた．
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考　　　　　察

1．鹿胎の特徴

1）鹿胎の呼称

江戸時代以降の日本では薬種としてのシカ胎仔に対し

て鹿胎以外にさまざまな呼称が使われていた（付表 1，

3）．それらを本研究で収集した文献資料に初出した年代

ごとに示すと，17 世紀（江戸時代初期）の「腹籠り」，「鹿

腹コメ」，「鹿子」，「鹿之腹籠」，18 世紀半ば（江戸時代

後期）の「鹿の腹内の子」，「鹿胎」，「鹿胎子」，19 世紀（江

戸時代末期～明治期）以降の「鹿の袋子」，「はらみ子」，

「腹子」，「サゴ」，「寒子」となる．

図 1．日本における江戸時代以降の鹿胎利用の分布．括弧内は出版物による知識流通を示す．

図 2．日本における江戸時代以降の鹿胎利用の年表．
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「腹籠り」はイエズス会が編纂し 1603 年に刊行したポ

ルトガル語による日本語の辞書（J3）において初めて確

認された．「鹿腹コメ」は江戸時代初期の医書（J4），「鹿

子」や「鹿之腹籠」は江戸時代初期の武家の書状や藩の

日帳（J5–8）において確認された．「鹿胎子」は，江戸

時代後期から昭和期にかけての医書，物産，統計，博覧

会，文芸（葛飾北斎が描いた素描，川端康成の随想）等

で広く確認された．中国の『本草綱目』（C4）や日本の『和

漢三才図会』（J11），『薬店手鑑薬種重宝記』（J12）にみ

られるように植物のネギ Allium fistulosum（ヒガンバナ

科）の異名として鹿胎が使われることがあったので，日

本では両者の混同を避けるために鹿胎子が好んで使われ

たのかもしれない．

2）鹿胎の製法

日本における薬種としての鹿胎の製法は，医師の多紀

元徳（生年 1732 年～没年 1801 年）が江戸時代に著した

『多紀永寿院御薬御製仕方書』（J18）に記述されている．

これによると，シカの胎仔から内臓を取り除き，よく洗っ

た後に，全体のまま火でよく炙り乾燥させる．その後，

全体のまま壺に入れて黒焼とする．ただし，後世には鹿

胎を「胎仔の入った子宮」とする資料もあり（J89），子

宮や胎仔の内臓を取り除かない製法もあったとみられ

る．一般的には黒焼とする前に鹿胎を乾燥させて保存し

た（J14，34，52，84，89–90，92）が，塩漬けで保存す

ることもあった（H3，5）．

3）鹿胎に期待された効用

鹿胎に期待された効用はさまざまであった（付表 1，

3）．それらを順不同で列挙すると，外傷，痔，安産，産

前産後の腹痛，産後の舌の腫れや口のねばり，産後の貧

血，産後の肥立ち（養生），女性の不正出血やおりもの，

諸失血，感染症（ハンセン病，天然痘，結核），精神病

等であった．安産を含めた産前産後の女性の心身の不調

（血の道；山脇 1995）におもに用いられたことがわかる．

また初期の頃から外傷（J4）や痔（J15）といった出血

をともなう症状に用いられていたことは興味深い．

鹿胎の用法としては，鹿胎単体で服用する処方と，他

の薬種とともに服用する処方があった．前者では，鹿胎

の黒焼，あるいは乾燥させた鹿胎をそのまま用いて，そ

の粉末を湯で服す方法（J21，23–24，26，28–30，32）と，

酒に入れて煮詰めたものを服す方法（J31）があった．

また後者では症状に応じて異なる複数の薬種と組み合わ

せて処方された（J15，17，19–20）．

2．鹿胎利用の分布

近世以降の日本における薬種としての鹿胎利用は北海

道から沖縄までの広い範囲でみられた（図 1，付表 1，3）．

これには実体を伴う鹿胎の生産，流通，消費だけでなく，

医書や通俗医書といった出版物による知識流通という実

体を伴わないものも含まれる（図 1では資料番号に括弧

を付して表示）．通俗医書による知識流通とは，本稿で

は 1864 年～ 1916 年（江戸時代末期から大正期）にかけ

て各地で刊行された『いろはわけ救民妙薬集』とその類

書（J40–41，55–56，58–65，67–70，73–76，100； 以 下 
「いろは歌」；図 3）にみられる民間治療の知識の伝播を

指す．これらはイロハ順に数十項目の民間治療の知識が

和歌形式で収録されている一般向けの出版物である．そ

の「ち」の項は，多少の表現の違いがあるものの，「血

の道でいろいろ悩む女には鹿の袋子黒焼にしてのめ」と

いう和歌である（図3）．「鹿の袋子」が鹿胎にあたる．「い

ろは歌」は，上記の鹿胎の効用だけでなく，数十におよ

ぶその他さまざまな民間治療をまとめて伝える読み物で

あり，かならずしも当該資料がみいだされた地域におい

て鹿胎利用が行われていた証拠とはならない．しかしな

がら，後述するように，シカの生息地から離れた地域に

おける鹿胎の需要喚起につながった可能性があるため本

研究の対象とした．

鹿胎利用の分布には地理的な偏りがある（図 1）．北

海道では，明治初期にエゾシカの大規模な捕獲が全域で

行われ，その副産物として鹿胎が生産された記録がある．

その歴史については次節で検討する．明治初期に北海道

を訪れた St. John（1880）はシカの胎仔が美食とされて

いることを紹介しているが，その薬種利用については言

及していない（J43）．本州以南では，東北地方や日本海

側で鹿胎利用の情報が少ない傾向がみられた．東北地方

には明治期まではシカが広く分布したが，その後はほぼ

絶滅状態にまで減少したことが知られており（三浦

2008；南部 2010），多くの地域ではシカの消失とともに

鹿胎利用の文化も消失したと考えられる．日本海側では，

薬業が盛んな富山県を除き，情報の空白地帯が新潟県か

ら福井県まで広がっていた．これも明治・大正期におけ

るこの地域のシカ個体群の絶滅（南部・石坂 2001）と

関係しているのだろう．関東甲信地方から関西地方（兵

庫県を含む）にかけては鹿胎利用の情報がもっとも集中

していた（図 1）．ただし大阪府の 2件のうち 1件（J45）
は北海道産の鹿胎の流通にかかわるものであった．中国・

四国地方では広島県，山口県，高知県から，九州地方で

は福岡県，長崎県，大分県，鹿児島県から情報が得られ

た．うち長崎県と鹿児島県は離島［それぞれ対馬（J92），
屋久島（H11）］の情報で，本土の情報はみいだされなかっ

た．沖縄県からは江戸時代の情報が 1件得られた（J14）．
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これには「鹿の腹内の子取候てかわかし，干候て丸，薬

調，各護仕置，難産の時に呑也」との記述がある．城間

（2013）は，沖縄県慶良間諸島のニホンジカの亜種ケラ

マジカ Cervus nippon keramae が，かつて首里王府にお

いて食用や薬用に供されていたことを指摘している．以

上のような鹿胎利用の情報の分布の濃淡は，現在のシカ

の分布とは関係が薄く，むしろ各年代のシカの分布と強

く関係したと考えられる．

江戸や大坂（大阪）などの大都市の薬種商で黒焼が盛

んに売られるようになったのは寛政年間（18 世紀末）

以降とされているが（樋口 2002），地方でも相当な需要

があったとみられる．本研究によってみいだされた江戸

時代後期から明治・大正期の鹿胎の消費地は，江戸・東

京（J38，80），長野（J34），愛知（J85），和歌山（華岡

流医術の医学校春林軒の所在地），福岡（J33）のみであっ

たが，「いろは歌」の分布は東北から九州にまで広がっ

ていた（図 1）．19 世紀の長崎に滞在した医師シーボル

トはシカの胎仔が薬に用いられていると書き残している

（J37）．1852 年には江戸の薬草会で「鹿胎子」が出品さ

れたり（J38），1858 年には上田藩（長野県）の海外輸

出品の候補として「鹿胎子」が挙げられたりしている

（J39）．これらの資料から江戸時代後期にはすでに鹿胎

の流通が活発であったことが読み取れる．明治期に入る

と，東京，富山，愛知で開催された勧業博覧会において

「鹿胎子」が出品されている（J50–51，66）．

一方，この頃の鹿胎の生産地として，少なくとも北海

道（J48，54），栃木県（J52），長野県（J39），岐阜県（J46），
愛知県（J71），京都府（J49），兵庫県（J44，49），広島

県（J27），高知県（J66）の 9 道府県がみいだされた．

需要の広がりを考慮すれば，当時シカが分布した大半の

地域において，多少なりとも鹿胎の生産が行われていた

と推察される．

3．鹿胎利用の歴史

1）鹿胎利用の始まり：江戸時代初期まで

次に鹿胎利用の歴史について概観する（図 2，付表 1，

2）．日本，中国とも16世紀末までの文献資料は多くない．

少なくとも，中国の古い本草書『神農本草経』（C1），『食

療本草』（C2），『証類本草』（C3），『本草綱目』（C4），
日本最古の医書『医心方』（J1）は鹿胎を収載していない．

音羽山清水寺（京都市）の縁起には坂上田村麻呂（生

年 758 年～没年 811 年）が妻の安産の薬としてシカの胎

仔を求めたという伝説があり（J2，87，94），現代でも

しばしば「薬種としての鹿胎の元祖」として語られる

図 3．『いろはわけ救民妙薬集』（J67）の表紙（A）と「ち」の項の鹿胎の利用に関する記述（B）．「ちのミちていろいろなやむおんな

にハしかのふくろ子くろやきにしてのめ」と書かれており，「血の道でいろいろ悩む女にはシカの袋子黒焼きにしてのめ」と解される．
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（J97）が，縁起譚を史実とみなすことは難しい．これに

関しては，中世日本においてシカが妊婦にとってなんら

かの利益をもたらす存在として狩猟されたという土橋

（2007）の指摘は重要であろう．

17 世紀に入ると鹿胎関係の資料数は増加する（付表

1）．イエズス会の宣教師らの手になる 1603 年刊の『日

葡辞書』（J3）には「Faragomori」という単語が収録さ

れており，その説明には「ハラゴモリ（腹籠り）　殺し

た牝鹿の胎内にいる小鹿で，食用にされるもの」とある．

14 世紀に成立したとされる『異制庭訓往来』に「鹿」

や「猪」とは別に「鹿子」や「猪子」が宴会の食材とし

て挙げられていること（三保 2007），中世以降の日本に

おいて肉食が薬食いであったこと（原田 2017；中澤

2018）を考慮すると，野生哺乳類の胎仔（あるいは幼獣）

が滋養強壮を目的として食物療法に用いられた可能性は

十分ある．このような野生哺乳類を用いた食物療法につ

いては今後さらに考証が必要である．

確実な形でのシカ胎仔由来の薬種の初出は，『日葡辞

書』とほぼ同時期の 1603 年～ 1610 年に刊行された『外

療細壍』（J4）であった．『外療細壍』は鷹取流の外科術

の資料で，南北朝時代以降の戦闘における刀や銃による

深刻な負傷に対応するために発達したさまざまな外科術

（金創医術）や薬の処方を鷹取秀次（生年 1536 年？～没

年不明）が編纂したものである（飯島 2003）．『外療細壍』

に収載された曽我流の傷薬「九色散」の処方には，調合

する薬種のひとつとして「鹿腹コメ灰」が挙げられてい

る（J4）．この「腹コメ」は「腹籠」（J7–8）と同義とみ

られ，また「灰」は黒焼を意味する．これ以降 1628 年

までの資料において，シカ胎仔の黒焼は「鹿子之黒焼」

（J5）や「鹿之腹籠之黒焼」（J7）と呼ばれており，鹿胎

とは呼ばれていなかった．

シカ胎仔由来の薬種に対して初めて鹿胎の呼称が確認

されたのは，中国では 1665 年刊の『本草新編』（C5），
日本では 1781 年刊の『名家方選』（J15）であった．『名

家方選』は「鹿胎子霜」の初出でもある．小野蘭山（生

年 1729 年～没年 1810 年）は『本草綱目啓蒙』（J22）に

おいて日本では黒焼を霜と呼ぶと記している．

以上みてきたように，日本におけるシカ胎仔由来の薬

種利用は少なくとも 17 世紀初頭まで遡ることができ，

17 世紀後半の中国の本草書における初出に先行してい

るようにみえる．しかし，本研究では中国の文献資料の

調査が不十分なため（付表 2），薬種としての鹿胎の利

用が日本で独自に発見されたものなのか，あるいは中国

で発見された知識が日本に伝わってきたものなのかにつ

いて結論することは難しい．両者の利用文化が日本で混

じりあった可能性もある．

日本で最初期に薬種としての鹿胎を製作し利用してい

たのは一部の武家であった（図 2，付表 1）．たとえば J8
は，小倉藩主の細川忠利が 1628 年 5 月初旬に行った鹿

狩で雌雄各 2頭を捕獲したこと，メスジカから得た胎仔

とオスジカから得た袋角を医師に渡して薬種とするよう

に命じたことを記録している．鹿胎の黒焼が武家の父子

間で贈答品とされたという記録からも（J6–7），それが

ある程度の価値をもつ薬種であったことがうかがえる．

2）婦人薬への変化：江戸時代後期～明治期

日本において鹿胎に求められた効用は，最初期には傷

薬であったが，その後さまざまな効用が考案され，江戸

時代後期には婦人薬へと変化した．この変化には，医師

の華岡青洲（生年 1760 年～没年 1835 年）が強く関係し

ていたらしい．彼は江戸時代後期（18 世紀末～ 19 世紀

前半），奇方と呼ばれた金創医術の古流の医薬知識を集

め，それを麻酔や婦人科の外科技術に応用発展させた医

師であり，彼の医学校春林軒（現在の和歌山県紀の川市）

には多くの門下生が学んだ（梶谷 2007，2008；小林

2008；松木 2018a，b，2019，2020）．華岡青洲は日本で

初めて鹿胎を女性の心身の不調，とくに不正出血の薬と

して医療に用いたが，このことは華岡流医術の多くの資

料にみてとれる（J23–24，26，28–32，35–36）．一方，

この時期の別の資料（J18，25，27）をみると，鹿胎は

すでにある程度の規模で民間薬として用いられていたこ

とがわかる．たとえば，1825 年刊の『芸藩通志』（J27）
には「鹿胎　山村より出す，婦人の血薬にもとむるもの

多し」との記述がある．このような知識は，ほぼ同時期

の本草学者の小野蘭山にも知られていた［J21；この『本

草綱目草稿』の詳細については磯野（2006）を参照］．よっ

て，本稿の視点からみたときの華岡青洲の新しさは，医

師による婦人医療に鹿胎を医薬として取り入れたことに

ある．

その後，江戸時代末期から大正期（本研究で得られた

資料では 1864 年～ 1916 年の時期），「鹿胎＝血の道の妙

薬」を意味する和歌（図 3）が収録された「いろは歌」

が日本各地で刊行され（J40–41，55–56，58–65，67–70，
73–76，100），また流行したことで，鹿胎利用の知識は

一般に広く流布した．このようにして鹿胎は医師の手か

ら離れ，誰もが知る民間薬になったと考えられる．

先述したように，「いろは歌」の「ち」の項は「血の

道でいろいろ悩む女には鹿の袋子黒焼にしてのめ」（図

3）という和歌である．このような和歌形式による知識

流通の様式は 1630 年成立の『和歌食物本草』等の食物

本草書に源流をもつとされる（畑2013）．『和歌食物本草』
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の「かのしし」（シカ）の項には「かのししは女の長血

とむるなり，積聚や又は血塊によし」との和歌があるこ

とからみて，特定の症状［ここでは女性の身体的不調（不

正出血等）］の改善を目的としてシカを食すことは，華

岡流医術以前から行われていた．しかしそこに鹿胎の利

用は明記されていない．以上のことから，「いろは歌」

の「ち」の和歌（図 3）は，華岡流医術に由来する鹿胎

利用の医薬的知識を和歌による表現様式に落とし込んだ

ものと言える．

このようにして，江戸時代後期から大正期にかけて，

医師が処方する医薬として，また婦人薬の効用を期待さ

れ黒焼商等で販売された民間薬として，鹿胎の需要が広

く喚起されたと考えられる．この頃，多くの薬種商や黒

焼商がさまざまな動植物の黒焼を販売していた（樋口

2002）．1845 年頃，葛飾北斎が描いた「鹿胎子」（J34）
もそのひとつだったのだろう．1916（大正 5）年に大阪

で刊行された「いろは歌」の説明書（J73）には「鹿の

腹子は黒焼専門の薬店にあります」と記されている．

民間薬として鹿胎に期待された効用は，若干の地域差

はあるものの，かなり均質であった（付表 1，3）．その

理由として，限られた期間（本研究でみいだされた資料

としては 1864 年～ 1916 年の 52 年間）に，「いろは歌」

のような内容が均質な出版物によって日本各地に同じ鹿

胎利用の文化が伝播したことが考えられる．

4．狩猟法制の変化とシカの捕獲制限

南北に長い日本において生物季節の進行には地域差が

あるものの，狩猟により鹿胎を獲得できる時期はその地

域のシカの妊娠期間と一致する．日本のシカの出産の

ピークは 6 月初旬である（高槻 2006）．事例数は多くな

いが，付表 1 の諸資料より，かつて鹿胎は春から初夏，

新暦 3 月から 5 月の間に獲得されたことがあきらかと

なった（以下，この期間を鹿胎の収獲期と呼ぶ）．たと

えば，1626 年 5 月上旬に鹿猟で鹿胎を得た記録（J8）や，

1796 年 3 月下旬に川口（埼玉県川口市か）で得られた

新鮮な鹿胎が持ち込まれた記録がある（J18）．華岡流医

術を学んだ大森泰輔（生年 1771 年～没年 1857 年）は鹿

胎を春に採取される薬種の一種としている（J31）．早川

（1926）は明治初期の話として鹿胎の収獲期を旧暦 3 月

（新暦 3月下旬～ 5月上旬頃）と記している（J71）．
明治以降，法令で猟期や猟法，狩猟鳥獣が制限された

ことにより，シカの捕獲をめぐる状況は大きく，かつ目

まぐるしく変化した（林野庁 1969；高橋 2019）．本州以

南における銃猟制限についてみると，1873（明治 6）年

1月に公布された鳥獣猟規則では猟期は 12 月 1 日より 3

月中と定められた．ただし，地方の実情により期間を伸

縮し，山間等の遠隔地では期間を定めない場合もあると

された．同年 3月には 11 月 1 日より 3月 31 日に始期が

1ヶ月間繰り上げられ，1874（明治 7）年には 9月 15 日

より 3 月 15 日に，1877（明治 10）年には 10 月 15 日よ

り 4 月 15 日に改正された．1892（明治 25）年には狩猟

規則が公布され，3 月 15 日より 10 月 14 日までの期間

のシカの捕獲が禁じられた．この時点で初めて鹿胎の収

獲期の大半の期間におけるシカの銃猟が制限されること

となった．さらに 1895（明治 28）年に制定された狩猟

法では，メスジカは 10 月 1 日から 7月 15 日まで，オス

ジカは 10 月 1 日から 11 月 30 日まで捕獲禁止（北海道

においてはこの期間外であっても禁止）と定められた．

ただし罠猟は規制対象ではなかった（奥山 2000；高橋

2019）．

なお，明治期の北海道におけるシカの狩猟にかかわる

制限は，上記の本州以南のものとは異なっていた．明治

初期に乱獲されたシカの保全を目的として，開拓使は

1875（明治 8年）頃から鹿猟規則を設けてシカの捕獲に

制限を加え，その後身の北海道庁は 1889（明治 22）年

から全道でシカ猟を禁止した（犬飼 1959）．

1918（大正 7）年の狩猟法改正により罠が法定猟具と

なり，罠猟が規制対象となった（林野庁 1969；奥山

2000；高橋 2019）．このときシカは狩猟獣に指定され，

猟期は 12 月 1 日から 2月末までと定められた．1925（大

正 14）年には狩猟法施行規則の一部改正により狩猟獣

からメスジカが除外されたが，翌 1926（大正 15）年の

同規則改正ではメスジカを狩猟獣に加え，農林大臣の指

定した区域以外での捕獲が禁止されることとなった（林

野庁 1969）．第二次世界大戦中および戦後直後の混乱期

を経て，1947 年にメスジカが狩猟獣から除外され，

2007 年にメスジカの禁猟が解除されるまでメスジカ禁

猟政策は続けられた（環境省 2021）．

このように本州以南における鹿胎の収獲期のメスジカ

の捕獲には，銃猟では 1892 年から，罠猟では 1918 年か

ら法的な制限がかけられた．1925 年以降はメスジカの

狩猟が猟法にかかわらず原則として禁止され，鹿胎の合

法的な獲得が難しくなったとみられる［ただし，許可捕

獲による猟期外の捕獲は実施できた；高橋（2019）］．一

方，薬種としての鹿茸の獲得を目的とした初夏のオスジ

カの狩猟については，法令の変化の影響をほとんど受け

なかったとみられる．大日本山林会から 1923 年に発行

されたシカの読本（J79）に，シカの利用部位として肉，

皮，鹿茸，鹿角が挙げられるものの鹿胎が含まれないの

は，上記のようなシカの狩猟をめぐる状況変化を反映し
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たものと考えられる．一方で，満州（現在の中国東北部）

では鹿胎が高値で売買されていた（J88）．

5．鹿胎の生産，流通，消費，輸移出入

1）北海道

北海道における鹿胎の生産と輸移出は明治初期のごく

短期間に集中的に行われた．1886（明治 19）年に刊行

された『開拓使事業報告 第 3編』（J48；以下，『開拓使

事業報告』）に基づいて，道内の陸産物の統計から明治

初期の鹿胎の生産量と産額をみると，札幌本庁では

1876（明治 9）年～ 1881（明治 14）年に計 21,025 頭，

498.25 円，根室支庁では 1873（明治 6）年～ 1881（明

治 14）年に計 3,036 kg，697.00 円であった．これらの値

から年ごとの平均単価を計算すると，札幌本庁分では

0.011–0.088 円 / 頭，根室支庁分では 0.082–0.442 円 /kg
であった．本支庁によって単位が異なるため，①乾燥後

の鹿胎 1個の重さを 0.5 kg と仮定して根室支庁分を個数

に換算して合計すると，上記の 9 年間に 2.7 万頭の鹿胎

が産出されたことになり，② 1882（明治 15）年頃の根

室における鹿胎の価格（0.04 円 / 頭；J54）を参考値と

して価格変動を考慮せずに根室支庁分を頭数に換算して

合計すると，同期間に 4.0 万頭の鹿胎が産出されたこと

になる．ただし，これらの生産量の推定値はあくまで『開

拓使事業報告』に計上された数量に限られることに注意

が必要である．

産出された鹿胎は，道内で消費されることもあったが

（J43），多くは国内の他府県や国外に輸移出されたと考

えられる．『開拓使事業報告』によれば，道内有数の港

であった函館港から他府県への鹿胎の移出は 1878 年～

1881 年の 4 年間に計 5,907 頭，476.117 円（年ごとの平

均単価は 0.079–0.333 円）であった．一方，函館港から

外国への鹿胎の輸出統計は 1873 年に限られ，123.33 kg，
31.177 円（平均単価は 0.253 円 /kg）であった．この鹿

胎の重量を上記の方法②で換算すると 779 頭となり，道

外への移出と海外への輸出を合わせても計 6,686 頭にし

かならない．以上の数字から，少なくとも函館港を経由

したと記録されている鹿胎については，その 88％（6,686
頭のうち 5,907 頭）が国内の他府県に移出され，残りの

12％（6,686 頭のうち 779 頭）が海外に輸出されたと考

えられた．しかし明治初期の統計の未整備が一因となり，

北海道産の鹿胎の大部分の仕出地（搬出地）や仕向地（搬

入地）は不明であった．

エゾシカに関する複数の論考において，明治初期の北

海道から大量の鹿胎が中国に輸出されたとする記述があ

る（本多 1993；梶 2006；大泰司・平田 2011）が，本研

究では根拠となる資料をみいだすことができなかった．

その究明は今後の課題である．なお，北海道における明

治期のシカの衰退について論じた犬飼（1959）は「鹿皮

は主としてフランスに向けられ，鹿角の仕向地は支那で

あった」と記しているが，鹿胎の輸出については言及し

ていない．

『開拓使事業報告』（J48）によれば，当時の北海道か

ら海外へ直接輸出された主な産品は海産物ではナマコ，

アワビ，昆布等，陸産物では鹿角，硫黄等であった．同

報告の「海外貿易は清国上海を主とす」との記述から，

鹿胎の仕向地もまた中国であったと推測することはでき

ない．同報告には「鹿皮　鹿角　東京横浜へ輸送多し」

との記述があり，また 1885 年の『農商工公報 第 2 号』

（J57）には横浜からの輸出品の相場として「鹿胎子 100
疋 8.5 ～ 10 弗」とあることからみて（弗は米ドルの意），

他府県へ移出された北海道産の鹿胎が間接的に海外に輸

出された可能性はある．一方で，すでに論じたように，

日本国内にも鹿胎の需要が相当あったとみられることか

ら，他府県に移出された北海道産の鹿胎の一部が国内消

費に回ったことは否定できない．たとえば J45 は，1872

年，大阪の問屋組合が北海道産の産品のひとつとして鹿

胎を扱っていたことを示している．

2）本州以南

本州以南における鹿胎の生産についての統計としては

『明治 7年府県物産表』が挙げられる（J49；南部 2002）．

この資料により，明治初期の京都府とこれに隣接する豊

岡県（現在の兵庫県北部）から計 105 頭の鹿胎の生産が

知られるが，他の府県からの鹿胎の生産量は計上されて

いない．

また同資料の数量と価格から，この関西北部における

1872（明治 7）年の平均単価は，京都府ではシカ 1.57 
円 / 頭，鹿胎 0.50 円 / 頭，豊岡県ではシカ 1.85 円 / 頭，

鹿胎 0.25 円 / 頭と計算される（J49）．さらに明治初期の

愛知県における単価として，シカ 0.50–0.70 円 / 頭，鹿

胎 0.75–1.00 円 / 頭が報告されている（J71）．これらの

値から鹿胎の相対的価値を計算すると，シカ 1頭の価値

を 1としたとき，豊岡県 0.14，京都府 0.32，愛知県 1.4–1.5
であった．事例数は少ないものの，薬種としての鹿胎 1

頭がシカ 1頭より高い価格で取引されていた地域（早川

1926）がある一方，より低い価格で取引されていた地域

もあったことがあきらかとなった．また，先に検討した

北海道における明治初期の鹿胎の単価（札幌 0.011–0.088
円 / 頭，根室 0.04 円 / 頭）は，関西北部や愛知県と比較

して極めて安価であったことがわかる．このように鹿胎

の価格には同時期でも大きな地域差が認められた．
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成熟したメスジカは年 1 回 1 頭の仔を生む（高槻

2006）．そこで，鹿胎の生産量（頭）を同年のシカの生

産量（頭）で除した値を，狩猟によるシカの捕獲数に対

する鹿胎が取り出されたメスジカの占める割合のおおま

かな指標（鹿胎生産指数）と考えると，『明治 7 年府県

物産表』（J49；南部 2002）の値から，京都府 0.36，豊

岡県 0.06 と計算された．つまり，鹿胎の相対的価値が

豊岡県よりも 2.2 倍高かった京都府において，鹿胎生産

指数は 6倍高かった．もちろん地域個体群間で性比が異

なっていた可能性もあるが，その比が隣接する府県間で

6 倍も異なるのは，京都府で雌にかなり偏った（あるい

は豊岡県で雄にかなり偏った）捕獲が行われていたこと

を暗示する．ここではシカの生産量（頭）を分母，鹿胎

の生産量を分子として鹿胎生産指数を計算しているの

で，とくに妊娠期のメスジカに偏った捕獲が行われた結

果と考えるのが妥当であろう．以上のことから，明治初

期には，鹿胎の相対的価値が高かった地域において，薬

種としての鹿胎の獲得を目的とする妊娠したメスジカに

偏った狩猟が行われていた可能性があると言える．これ

については今後さらなる検証が必要である．

3）流通と輸移出入

明治初期は一部の道府県において鹿胎の生産額が産業

統計（J48–49）に計上される規模にまで拡大した時期と

して重要である．これは，常田（2015）が指摘したよう

に，民間の狩猟がこの時期にマイナーサブシステンス（地

元消費や小規模な流通）から商業的狩猟（大規模な市場

を対象とした商品経済活動）へと質的，量的に変化した

ことを意味している．つまり鹿胎は一時的にではあるが

国内経済の一角を占め，さらには国際取引商品としても

位置づけられたのである．

当時，商品としての鹿胎の国内流通を担っていたのは

各地の薬種商や黒焼商であった（呉・樫田 1918；小泉

1921；時事新報社経済部 1929；栗原 1970a，b）．明治・

大正期の東京の黒焼商の記録から，さまざまな野生動物

や家畜動物の胎仔が薬種として流通していたことがわか

る．乾燥した胎仔 1 頭の売値は，シカ 5.0 円に対して，

サル 3.0 円，ヒツジ 2.5 円，ウシ 1.5 円，ブタ 0.2 円であっ

た（J80）．シカの胎仔もサルの胎仔も血の道の妙薬とさ

れた（J84）．昭和初期には鹿胎の贋物としてブタの胎仔

が売られることもあったという（J86）．右左見（1933）

は名古屋市で開催された動物薬研究展覧会において「鹿

胎子，豚胎子，羊胎子，猿胎子」が出品されたことを記

録している（J85）．吉村（1941）は満州における鹿胎の

価格を 150 円と記している（J88）．
本研究で把握できた鹿胎の価格について，米価を基準

として現在の日本の物価水準におおまかに換算すると，

明治初期には京都府で約 4,000 円，豊岡県で約 2,000 円，

北海道で約 100–500 円，明治・大正期の東京で約 1万円，

昭和初期の満州で約 14 万円となった．この概算には生

産地での買値と消費地での売値を含んでいるため直接的

な比較は難しいものの，明治初期から昭和初期にかけて

鹿胎の価格上昇がかなり進んだことが暗示される．

国際取引についてみると，江戸時代末期から明治初期

には，日本から海外への輸出品として鹿胎がとりあげら

れていた．本研究ではふたつの事例［1858 年の長野県

（J39），1871 年の兵庫県（J44）］がみいだされ，どちら

も仕出地は横浜であったが仕向地は不明であった．後者

では元価と税額の記録があることからみて実際に輸出に

至った可能性が高い．ただし日本国全体としての鹿胎の

輸出規模にかかわる資料については未見である．

一方，海外から鹿胎やその代用品の輸入もあった

（J81）．明治以降の全国的なシカの減少と法令によるメ

スジカの狩猟規制は日本産の鹿胎の供給量の低下をもた

らし，それにともなって代用品として海外産の哺乳類の

胎仔の輸入が一時的に増加したらしい．本研究で得られ

た鹿胎の輸出入に関する知見は少なく，今後の研究が待

たれる．

6．日本における鹿胎利用の文化の盛衰

これまでの議論をまとめると，日本における鹿胎利用

の文化は以下のような盛衰をたどったと考えられる（図

2）．まず 17 世紀初頭頃に一部の武家の間で鹿胎の薬種

利用が行われた．次に 19 世紀前半頃，日本の著名な医

師（華岡青洲）が女性医療における医薬として鹿胎を使

用した．このようにして権威づけられた鹿胎の効用は

19 世紀後半以降，「いろは歌」を通じて近世・近代日本

の一般庶民に広く流布し（図 1，3），民間治療における

民間薬として産前産後の女性の心身の不調（血の道）の

妙薬とみなされるようになった．

江戸時代末期から明治期の日本では，政府が西洋医学

を熱心に導入する一方，一般庶民の間には民間治療への

依存も広く残っており，地方において鹿胎は民家のいろ

りの上などに普通に見られるものであった（J52）（Morse 
1917；モース 1929）．そのため，かつての日本では，薬

種としての鹿胎の需要がほぼ全国的に存在し，食肉や毛

皮の獲得に加えて薬種の獲得を目的とするシカの狩猟が

広く行われた．さらに，少なくとも日本の一部の地域で

はメスジカに対する捕獲圧が高かったと推察される．鹿

胎は黒焼商が扱う哺乳類の胎仔のなかで相対的に価値が

高く，他種の胎仔がその代用品とされることもあった．
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このようなことから，薬種としての鹿胎の獲得を目的と

した狩猟が江戸時代末期から明治・大正期のシカの個体

群動態に強く影響した可能性が浮かび上がってくる．南

部（2002）は，明治初期から第二次世界大戦直後までの

間に本州以南の狩猟獣の捕獲数は 10 分の 1 程度にまで

激減したとみつもっている．本研究で得られた新たな知

見は，この時期の大幅なシカの個体数減少の一部を説明

しうるだろう．

千葉（1971，1977，1986，1990，1997）が一連の聞き

取り調査を行った時期は，19 世紀末のメスジカの捕獲

制限の開始から 75 年以上が過ぎた頃で，インフォーマ

ントは調査時に大半が 70 歳以上であった（付表 3）．イ

ンフォーマントの生年（1882 年～ 1926 年）と「いろは歌」

の発行年（1864年～1916年）には重複があり，インフォー

マントは「いろは歌」の直接の読者世代あるいはその次

の世代にあたる．千葉が調査した頃，メスジカはすでに

長く禁猟であったから，インフォーマントに伝わってい

た鹿胎の利用や製法等の知識は，狩猟以外の方法で妊娠

したメスジカを入手できなければ，実際には使われるこ

とのない知識であっただろう．合法的な供給が途絶えれ

ば薬種としての鹿胎の需要は減少し，別の医薬・民間薬

への乗り換えが進む．そうなれば海外からの輸入も減少

しただろう．このようにして，日本における鹿胎利用の

文化は，政府の異なるふたつの政策―メスジカ禁猟と医

療の近代化―によって衰退し，消滅した．

かつての日本では，ニホンジカ以外のさまざまな偶蹄

類，ニホンノウサギ Lepus brachyurus，ニホンザル

Macaca fuscata 等の胎仔，また多くの鳥種が血の道に効

く民間薬として用いられていた（時事新報社経済部

1929；栗原 1970a，b；林 1993；山口 2001）．メスジカ

禁猟政策の浸透によって鹿胎が確保できなくなったと

き，その代用品として他の野生動物や家畜動物が利用さ

れるようになった可能性もあるが，それ以前から同じ効

用をもつとみなされて利用されたものもあったらしい．

そのような野生動物の薬種利用の文化はすでに日本から

失われ，現代日本では妊娠したメスジカが捕獲されても

鹿胎が薬種として利用されることはない．なぜなら，現

代日本において鹿茸は日本薬局方外生薬規格 2018 によ

り生薬とされているが，鹿胎はそうではないからである．

一方，現代中国では鹿胎利用の文化は健在で，鹿胎由来

の医薬品，化粧品，健康食品の需要がある．そのような

伝統医薬の原料として日本産ニホンジカ由来の副産物の

海外輸出が提案されている（増子ほか 2012；姜 2016）．

7．野生動物の薬種利用と保全管理の課題

ニホンジカにおいて成獣の死亡率はその個体群動態に

大きく影響する要因であり，とくにメスジカの捕獲が個

体群に与える影響は極めて大きい（三浦 2001）．それは

メスジカの生存率と繁殖率の変化が個体群の再生産に大

きな影響をおよぼすためである．薬種としての鹿胎利用

には妊娠した成獣メスの捕殺が必要条件となる．明治頃，

妊娠したメスジカを人尿で誘引して括り罠や銃で捕獲す

る猟法があったとの報告（早川 1926；千葉 1982）は興

味深く，メスジカの選択的な捕獲法として研究の余地が

ある（鈴木ほか 2020；安田・八代田 2020；安田・鈴木

2022）．また，戦前のメスジカ捕獲制限が始まる前には，

妊娠して動きが鈍くなったメスジカをねらって捕獲した

という話や（大場 1932），メスジカ専門の猟犬を飼って

いたという話もある（安田・鈴木 2021）．狩猟者による

そのようなメスジカに偏った選択的狩猟は，かつての日

本においてシカの地域個体群の消長に大きく関係してい

ただろう．また鹿胎の一大消費地である中国を含めて考

えれば，薬種の貿易を介して台湾やアジア諸国における

シカ科動物の地域個体群の存続にまで影響した可能性も

ある．野生動物の薬種利用を野生動物管理学に位置づけ

る研究は今後の課題である．

8．最後に

著者の居住地が九州であることと関係して，本研究で

収集できた古い資料には地理的な偏りがある．『外療細

壍』（J4）は日本における鹿胎利用の初出であり（付表 1），

そこに記された曽我流の傷薬が各地の武家の知るところ

であったとすれば，薬種としての鹿胎利用の古い記録が

各地に残っている可能性は十分ある．宮城県図書館が所

蔵する『外療細壍』は伊達家から伝わったものであると

いう．同資料は石川県立図書館にも所蔵されている．同

様に，明治・大正期の鹿胎の輸移出入についても，各地

の資料を精査することで多くの事実をみいだすことがで

きるだろう．今後，日本における鹿胎利用の理解がさら

に進むことを期待したい．
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A literature survey on the use of lutai (fetal Sika deer, Cervus nippon) yielded 128 references in the literature (108 from Japan 
and 20 from mainland China and Taiwan).  Lutai was first used as a medicine among some highly-ranked samurai in the early 17th 
century.  In the early 19th century (late Edo period), lutai was believed to be an efficacious remedy for women with sickness 
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//w

w
w.

w
ul

.w
as

ed
a.

ac
.jp

/
ko

te
ns

ek
i/h

tm
l/y

a0
9/

ya
09

_0
03
32

_0
00
1/

in
de

x.
ht

m
l

20
21

年
5
月

18
日

J1
6

17
89

年
頃

『
北
藩
風
土
記
』

（
コ
マ
番
号

39
）

ト
カ
チ
（
北
海
道
十
勝
地
方
）
の
産
物
と
し
て
「
鹿
腹

籠
皮
」
を
挙
げ
て
い
る
が
，
薬
種
と
し
て
の
鹿
胎
で
は

な
い
．

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
．
高
橋
（
17
89

頃
）

ht
tp

s:
//w

w
w.

di
gi

ta
l.a

rc
hi

ve
s.g

o.
jp

/
im

g.
pd

f/1
24
00
35

20
21

年
5
月

14
日

J1
7

17
91

年
『
春
林
軒
禁
方
録
』

（
im

ag
e 
20
3）

●
巻

7
に
ハ
ン
セ
ン
病
と
み
ら
れ
る
病
気
に
対
す
る
「
鹿

胎
子
」
を
他
の
薬
種
と
合
わ
せ
た
処
方
を
収
載
し
て
い

る
．

巻
4（

婦
人

科
）

や
巻

6（
外

科
）

に
鹿

胎
の

記

述
は
な
い
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
華
岡

（
17
91
，
18
34

写
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
30
59

20
21

年
4
月

9
日

和
歌
山
県

J1
8

17
96

年
『
多
紀
永
寿
院
御

薬
御
製
仕
方
書
』

●
鹿
胎
の
黒
焼
の
作
製
方
法
に
つ
い
て
以
下
の
記
述
が
あ

る
．

・
 「
寛

政
八

丙
辰

年
2
月

16
日
．

戸
田

の
先

に
て

取
り

候
鹿

胎
子

廻
る
．

即
腹

を
さ

き
．

腸
其

外
穢

物
を

出

し
．

水
に

て
能

く
洗

ひ
．

全
体

の
ま

ま
火

に
て

よ
く

よ
く

炙
り
．

干
し

た
て

候
．（

中
略

）
黒

焼
に

は
全

身
の

儘
壺

に
入

れ
．

御
春

屋
に

て
焼

か
せ

申
候
（

後

略
）」

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．『

日
本
社

会
事
彙

 上
巻
（
19
07
）』

の

ク
ロ
ヤ
キ
の
項
に
収
録
（
コ

マ
番
号

64
5）
．
多
紀
（
18
01
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
89
80
60

20
21

年
4
月

11
日

J1
9

18
01

年
『
腹
証
奇
覧

 後
編

巻
上
』（

im
ag

e 
24

–2
5）

●
産
後
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
舌
の
腫
れ
，
口
の
ね
ば
り

や
渇
き
に
対
し
て
「
鹿
胎
子
ノ
霜
」
を
附
子
湯
に
併
用

す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
稲
葉

（
18
01
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
49
17

20
21

年
5
月

18
日

J2
0

18
04

年
『
天
罏
堂
医
策

 巻
下
』（

im
ag

e 
51
）

●
天
然
痘
に
対
し
て
「
鹿
胎
子
霜
」
を
含
む
処
方
を
記
し

て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
野
山

（
18
04
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
42
96

20
21

年
5
月

18
日

J2
1

18
世
紀
～

19
世
紀

初
頭

『
本
草
綱
目
草
稿

 
冊

4』
（
紙
片

N
o.

 
34
4
裏

p.
 1
90

–1
91

に
挿
入
）（

コ
マ

番
号

17
5）

●
「

鹿
胎

焼
灰

湯
服

治
産

後
血

運
」

と
の

記
述

が
あ

る
．

意
味
は
「
鹿
胎
の
黒
焼
を
湯
で
服
す
れ
ば
産
後
の
血
の

道
の
め
ま
い
を
治
す
」
で
あ
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
小
野
（
不

明
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
12
87
11
1

20
21

年
4
月

8
日

J2
2

18
05

年
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

の
「
鹿
」
の
項

（
im

ag
e 
15
25

–
15
27
）

●
「

鹿
胎

ヲ
薬

用
ト

ス
ル

事
本

経
逢

原
ニ

出
，

綱
目

ニ
ハ

載
セ
ズ
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
，
効
用
は
記
さ
れ
て
い

な
い
．
意
味
は
「
鹿
胎
を
薬
用
と
す
る
こ
と
は
本
経
逢

原
（

付
表

2
の

C
6）

に
収

載
さ

れ
て

お
り
，

本
草

綱

目
（
同

C
4）

に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
」
で
あ
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
小
野

（
18
05
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
51
59

20
21

年
4
月

9
日

付
表

1．
（
続
き
）
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資
料

番
号

年
代

資
料
名

薬
種
と
し
て
の

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

図
2
の

位
置

J2
3

18
16

年
『
青
洲
先
生
医
談
』

A
版
（

im
ag

e 
7，

26
，
29
）

●
女
性
の
産
後
の
不
正
出
血
に
対
し
て
「
鹿
胎
霜
」
の
み

の
処
方
を
記
し
て
い
る
．

東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
．
華
岡（

18
16

写
）

ht
tp

s:
//w

eb
ar

ch
iv

es
.tn

m
.jp

/d
lib

/
de

ta
il/
38
99

20
21

年
5
月

18
日

和
歌
山
県

J2
4

18
16

年
『
青
洲
先
生
医
談
』

B
版
（

im
ag

e 
29

–3
0）

●
女
性
の
産
後
の
不
正
出
血
に
対
し
て
「
鹿
胎
霜
」
の
み

の
処
方
を
記
し
て
い
る
．
ま
た
，
産
後
の
血
虚
や
性
交

に
よ
る
出
血
に
対
し
て
「
鹿
胎
霜
」
を
他
の
薬
に
併
用

す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
．

東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
．
華
岡（

18
16

写
）

ht
tp

s:
//w

eb
ar

ch
iv

es
.tn

m
.jp

/d
lib

/
de

ta
il/
39
00

20
21

年
5
月

18
日

和
歌
山
県

J2
5

18
23

年
『
増
補
手
板
発
蒙
』

（
コ
マ
番
号

78
）

●
「
鹿
胎
子

 形
チ
小
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
良
ト
ス
」
と
記
し
て
い

る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
藤
井
（
不

明
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
25
36
85
8

20
21

年
4
月

12
日

J2
6

不
明

（
18
24

年
頃
）

『
産
科
瑣
言
』

（
im

ag
e 
12
，
52
）

●
妊
娠
中
の
不
正
出
血
に
対
し
て
「
鹿
胎
子
」
と
他
の
薬

種
の
黒
焼
の
処
方
を
，
産
後
の
女
性
の
不
正
出
血
に
対

し
て
「
鹿
胎
子
霜
」
単
体
の
処
方
を
記
し
て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
華
岡
（
書

写
年
不
明
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
27
35

20
21

年
4
月

9
日

J2
7

18
25

年
『
芸
藩
通
志

 巻
12
8，

巻
12
9』
（
58

コ
マ
目
）

●
芸
藩
三
次
郡
（
広
島
県
三
次
市
）
の
物
産
と
し
て
「
鹿

胎
 
山

村
よ

り
出

す
，

婦
人

の
血

薬
に

覓
（

も
と

め
）

る
も
の
多
し
」
と
の
記
述
が
あ
る
．

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
．
頼
（
18
47

写
）

ht
tp

s:
//w

w
w.

di
gi

ta
l.a

rc
hi

ve
s.g

o.
jp

/
im

g.
pd

f/4
14
40
70

20
21

年
5
月

5
日

広
島
県

J2
8

18
29

年
『
青
州
先
生
医
談
』

C
版
（

im
ag

e 
31
）

●
女
性
の
産
後
の
不
正
出
血
等
に
対
し
て
「
鹿
胎
霜
」
の

処
方
を
記
し
て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
華
岡（

18
29

写
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
37
02

20
21

年
4
月

9
日

和
歌
山
県

J2
9

不
明

『
青
洲
先
生
医
談
』

D
版
（

im
ag

e 
34
，

69
）

●
産
後
の
女
性
の
不
正
出
血
等
に
対
し
て
「
鹿
胎
霜
」
あ

る
い
は
「
鹿
胎
子
霜
」
の
処
方
を
記
し
て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
華
岡
（
書

写
年
不
明
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
37
01

20
21

年
4
月

9
日

和
歌
山
県

J3
0

不
明

『
青
州
先
生
医
談
』

E
版
（

im
ag

e 
27
）

●
産
後
の
女
性
の
不
正
出
血
に
対
し
て
「
鹿
胎
霜
」
の
処

方
を
記
し
て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
華
岡
（
書

写
年
不
明
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
37
00

20
21

年
4
月

9
日

和
歌
山
県

J3
1

18
34

年
大
森
泰
輔
の
日
記

『
南
遊
雑
記

 一
・

二
』

●
鹿
胎
を
春
に
採
取
さ
れ
る
薬
種
の
一
種
と
し
て
挙
げ
て

い
る
．
効
用
は
「
産
後
虚
分
之
諸
症
」
で
，
製
法
や
処

方
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
．

・
 「
鹿

胎
子
　

無
灰

酒
を

以
て

慢
火

に
煮

つ
め

熬
黒

し
，

或
は

丸
と

な
し

収
貯

用
之
，

或
は

寒
熱

諸
薬

効
な

き

者
等
用
之
，
即
ち
妙
効
あ
り
，
男
子
も
亦
可
服
」

梶
谷
（
20
07
，
20
08
）；

小

林
（
20
08
）

和
歌
山
県

J3
2

18
43

年
『
春
林
軒
散
薬
方
』

（
im

ag
e 
7）

●
「
鹿
胎
散
」を

収
載
し
て
い
る
．
鹿
胎
散
は「

鹿
胎
子
霜
」

の
み
を
成
分
と
し
，
効
用
は
諸
失
血
と
あ
り
，
さ
ら
に

産
後
の
不
正
出
血
等
を
列
挙
し
て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
華
岡（

18
43

写
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
30
62

20
21

年
4
月

9
日

和
歌
山
県

J3
3

18
44

年
『
国
家
勘
定
録

 巻
6』
（

p.
 1
39
）

●
柳
河
藩
（
福
岡
県
）
で
売
買
さ
れ
る
薬
種
の
ひ
と
つ
と

し
て
熊
胆
や
羚
羊
角
と
と
も
に
「
鹿
胎
子
」
を
挙
げ
て

い
る
．

三
善
（
18
44
）；
宮
本
（
19
71
）

を
参
照

福
岡
県

J3
4

18
45

年
頃

葛
飾
北
斎
の
写
生

図

●
小
布
施
（
長
野
県
）
に
滞
在
中
の
葛
飾
北
斎
が
描
い
た

「
鹿

胎
子

」
と

題
す

る
写

生
図

に
，

大
小

2
個

の
鹿

胎

の
素
描
が
描
か
れ
て
い
る
．

尾
崎
（
19
67
）；
宮
川
（
19
67
）

長
野
県

J3
5

18
52

年
『
春
林
軒
丸
散
方
』

A
版
（

im
ag

e 
11
）

●
「
鹿
胎
散
」を

収
載
し
て
い
る
．
鹿
胎
散
は「

鹿
胎
子
霜
」

の
み
を
成
分
と
し
，
効
用
は
「
諸
失
血
」
と
の
み
記
し

て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
華
岡
（
書

写
年
不
明
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
30
55

20
21

年
4
月

9
日

和
歌
山
県

J3
6

18
52

年
『
春
林
軒
丸
散
方
』

B
版
（

im
ag

e 
19
）

●
「
鹿
胎
散
」を

収
載
し
て
い
る
．
鹿
胎
散
は「

鹿
胎
子
霜
」

の
み
を
成
分
と
し
，
効
用
は
諸
失
血
と
あ
り
，
さ
ら
に

産
後
の
不
正
出
血
等
を
列
挙
し
て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
華
岡
（
書

写
年
不
明
）

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
30
56

20
21

年
4
月

9
日

和
歌
山
県

付
表

1．
（
続
き
）
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資
料

番
号

年
代

資
料
名

薬
種
と
し
て
の

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

図
2
の

位
置

J3
7

18
23

年
～

18
29

年
，

18
59

年
～

18
62

年

に
日
本
に
滞
在

シ
ー
ボ
ル
ト
の
未

公
開
書
簡

●
“

H
irs

ch
fo

et
us

 u
nd

 H
irs

ch
ho

rn
 s

in
d 

offi
ci

ne
ll”

（
シ

カ
の
胎
仔
と
角
は
薬
で
あ
る
）
と
の
記
述
が
あ
る
．
効

用
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
．

G
ro

ve
s a

nd
 S

m
ee

nk
（
19
78
）

J3
8

18
52

年
嘉
永
五
年
坂
元
慎

ノ
開
催
セ
シ
薬
草

会
ノ
主
意
ト
目
録

●
江
戸
で
開
催
さ
れ
た
薬
草
会
に
「
鹿
胎
子
」
が
出
品
さ

れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
．

牧
野
（
19
29
）

東
京
都

J3
9

18
58

年
『
信
濃
蚕
糸
業
史

 
下
巻
』（

p.
 8
3–
84
）

●
横
浜
か
ら
海
外
へ
輸
出
す
る
上
田
藩
（
長
野
県
）
産
品

の
候
補
と
し
て
「
鹿
の
胎
児
は
薬
に
な
る
所
に
よ
り
鹿

胎
子
と
名
づ
け
て
売
出
す
」
と
の
記
述
が
あ
る
．

江
口
・
日
高
（
19
37
）

長
野
県

J4
0

18
64

年
『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

山

形
県
長
井
市
・
梅

津
版
）

●
「

ち
の

み
ち

て
い

ろ
い

ろ
な

や
む

女
に

は
し

か
の

ふ
ぐ

ろ
を
く
ろ
や
ぎ
で
の
む
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
．

大
友
（
19
79
）

山
形
県

J4
1

19
世
紀
前
半
～

後
半

（
江
戸
時
代
末
～

明

治
）

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

東

京
・
吉
田
版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
い

ろ
い

ろ
な

や
む

お
ん

な
に

は
し

か
の

ふ
く
ろ
こ
く
ろ
や
き
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
所
蔵

東
京
都

J4
2

不
明
（
江
戸
時

代
末
）

『
金
瘡
伝
』（

ia
m

ge
 

44
）

●
「

鹿
胎

散
」

を
収

載
し

て
い

る
．

効
用

は
産

前
産

後
の

腹
痛
と
記
し
て
い
る
．「

鹿
胎

 生
細
末
」
と
し
て
処
方

す
る
と
記
し
て
い
る
．

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
．
著
者
・
成

立
年
不
明

ht
tp

s:
//r

m
da

.k
ul

ib
.k

yo
to

-u
.a

c.
jp

/
ite

m
/rb

00
00
20
61

20
21

年
5
月

15
日

J4
3

18
71
（
明
治

4）
年

『
N

ot
es

 a
nd

 
Sk

et
ch

es
 fr

om
 th

e 
W

ild
 C

oa
st

s o
f 

N
ip

on
』（

sc
an

 
#3
1，

55
）

函
館
（
北
海
道
）
か
ら
中
国
へ
の
主
要
な
輸
出
品
と
し

て
シ
カ
の
角
と
昆
布
を
挙
げ
て
い
る
が
，
鹿
胎
に
つ
い

て
は
記
し
て
い
な
い
．
ま
た
，
一
部
の
日
本
人
の
間
で

シ
カ
の
胎
子
が
美
食
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い

る
．

H
at

hi
Tr

us
t D

ig
ita

l L
ib

ra
ry

. 
St

. J
oh

n（
18
80
）

ht
tp

s:
//h

dl
.h

an
dl

e.
ne

t/2
02
7/

hv
d.

hw
g2
3s

20
21

年
5
月

12
日

J4
4

18
71
（
明
治

4）
年

『
兵
庫
県
史

 史
料

編
 幕

末
維
新

2』

（
p.

 5
53
）

●
横
浜
（
神
奈
川
県
）
か
ら
の
輸
出
品
の
候
補
と
し
て
「
鹿

胎
子

」
を

挙
げ

て
い

る
．

数
量

1
に

対
し

て
元

価

10
3.
9
円
，
税
金

5.
1
円
（
数
量
の
単
位
は
不
明
）．

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会

（
19
98
）

兵
庫
県
，

神
奈
川
県

J4
5

18
72
（
明
治

5）
年

『
大
坂
北
海
産
荷

受
問
屋
組
合
沿
革

史
 第

1
巻
』

●
大
阪
の
問
屋
組
合
が
売
買
す
る
北
海
道
の
産
品
の
ひ
と

つ
と
し
て
「
鹿
胎
子
」
を
挙
げ
て
い
る
．

『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第

10
巻
．
大
阪
経
済
史
料
集
成

刊
行
委
員
会
（
19
77
）

大
阪
府
，

北
海
道

J4
6

18
73
（
明
治

6）
年

『
斐
太
後
風
土
記

 
首
巻
』
の
「
飛
騨

国
産
薬
品
」
の
項

（
コ
マ
番
号

19
）

●
18
72

年
，

飛
騨

国
高

山
市
（

岐
阜

県
）

の
薬

店
で

取

り
扱
っ
て
い
る
地
元
産
の
薬
種
と
し
て
「
鹿
胎
子
」
を

挙
げ
て
い
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
富
田

（
18
73
）；

蘆
田
（
19
30
）
を

参
照
．

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
11
79
18
5

20
21

年
4
月

28
日

岐
阜
県

J4
7

18
73
（
明
治

6）
年

『
博
覧
会
列
品
目

録
』（

コ
マ
番
号

8）

●
出
品
者

1
名
が
鹿
の
胎
児
を
出
品
し
て
い
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
博
覧
会
事

務
局
（
18
73
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
84
96
90

20
21

年
5
月

8
日

長
野
県

付
表

1．
（
続
き
）
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資
料

番
号

年
代

資
料
名

薬
種
と
し
て
の

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

図
2
の

位
置

J4
8

18
70
（
明
治

3）
年

～
18
81
（
明
治

14
）

年

『
開
拓
使
事
業
報

告
 第

三
編
』（

コ

マ
番
号

30
，
42
，

10
3，

11
1，

47
4，

48
1，

50
7）

●
18
70

年
～

18
81

年
に

お
け

る
年

ご
と

の
鹿

胎
の

生
産

量
と
産
額
の
統
計
が
示
さ
れ
て
い
る
．
札
幌
本
庁
分
の

総
計

は
21

,0
25

頭
，
49
8.
25

円
（

年
ご

と
の

平
均

単

価
は

0.
01
1–
0.
08
8
円

/頭
），

根
室

支
庁

の
総

計
は

3,
03
6 

kg
，6
97

.0
0
円（

同
0.
08
2–
0.
44
2
円

/k
g）
で
あ
っ

た
．
鹿
胎
の
函
館
港
か
ら
国
内
他
府
県
へ
の
輸
出
は
計

5,
90
7
頭
，
47
6.
11
7
円
（
同

0.
07
9–
0.
33
3
円

/頭
），

函
館

港
か

ら
外

国
へ

の
輸

出
は

18
71

年
に

限
ら

れ

44
.4

 k
g，

31
.1
77

円
（

同
0.
70
2
円

/k
g）

で
あ

っ
た
．

な
お
，鹿

皮
や
鹿
角
に
つ
い
て
は
主
な
仕
向
地
が
東
京
・

横
浜
と
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
，
鹿
胎
に
つ
い
て
は
仕

向
地
・
輸
出
先
の
記
述
は
な
い
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
大
蔵
省

（
18
85
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
78
44
05

20
21

年
4
月

28
日

北
海
道

J4
9

18
74
（
明
治

7）
年

『
明
治

7
年
府
県

物
産
表
』

●
鹿
胎
の
生
産
量
と
産
額
は
，
京
都
府

65
頭
，
32

.5
0
円
，

豊
岡
県

50
頭
，
12

.5
0
円
で
あ
っ
た
（
単
価
は
そ
れ
ぞ

れ
0.
50

円
，
0.
25

円
と

算
出

）．
ま

た
同

年
の

シ
カ

の

生
産
量
と
産
額
は
京
都
府

17
9
頭
，
28
0.
15

円
，
豊
岡

県
81
0
頭
，
1,
49
6.
75

円
で

あ
っ

た
（

単
価

は
そ

れ
ぞ

れ
1.
57

円
，
1.
85

円
と
算
出
）

南
部
（
20
02
）

京
都
府
，

兵
庫
県

J5
0

18
74
（
明
治

7）
年

『
愛
知
県
下
博
覧

会
物
品
録
（
名
古

屋
博
覧
会
）』

●
出
品
者

2
名
が
「
鹿
胎
子
」
を
出
品
し
て
い
る
．

『
明
治
期
府
県
博
覧
会
出
品

目
録

 明
治

4
年
～

9
年
』．

東
京
文
化
財
研
究
所
（
20
04
）

愛
知
県

J5
1

18
76
（
明
治

9）
年

『
展
覧
列
品
目
録

（
富
山
博
覧
会
）』

●
出
品
者

1
名
が
「
鹿
胎
子
」
を
出
品
し
て
い
る
．

『
明
治
期
府
県
博
覧
会
出
品

目
録

 明
治

4
年
～

9
年
』．

東
京
文
化
財
研
究
所
（
20
04
）

富
山
県

J5
2

18
77
（
明
治

10
）
年

『
Ja

pa
n 

D
ay

 b
y 

D
ay
』（

p.
 3
13
，

p.
 

42
5）
；『

日
本
そ

の
日
そ
の
日
』（

邦

訳
）

●
中
禅
寺
（
栃
木
県
日
光
市
）
を
訪
れ
た
際
，
い
ろ
り
の

上
に
吊
り
さ
げ
ら
れ
た
乾
燥
し
た
鹿
胎
を
み
た
こ
と
が

あ
り
，
都
会
で
は
す
で
に
絶
え
た
迷
信
が
地
方
で
は
ま

だ
見
ら
れ
る
こ
と
，
鹿
胎
は
漢
方
の
一
種
で
あ
り
，
出

産
後
の
女
性
の
病
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
記
録
し
て
い
る
．

IN
TE

R
N

ET
 A

R
C

H
IV

E.
 

M
or

se
（
19
17
）；

青
空
文
庫
．

モ
ー
ス
（
19
29
）

ht
tp

s:
//a
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/d
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od
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//a
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ve
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/
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/ja
pa
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ay

by
da

y0
2m
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sg

oo
g/

pa
ge

/n
44
0/

m
od

e/
2u

p;
 h

ttp
s:

//w
w

w.
ao

zo
ra

.g
r.j

p/
ca

rd
s/
00
17
64

/
fil

es
/5
59
90

_6
02
21

.h
tm

l

20
21

年
4
月

8
日

栃
木
県

J5
3

18
81
（
明
治

14
）
年

『
第
二
回
日
本
帝

国
統
計
年
鑑
』

（
sc

an
 #
80
2）

●
函

館
（

北
海

道
）

か
ら

の
輸

出
品

と
し

て
「

鹿
胎

子
 

53
90

疋
 4

28
円

」
と

の
記

述
が

あ
る
（

鹿
胎

1
個

あ

た
り
平
均

0.
08

円
と
算
出
）．

輸
出
先
の
情
報
は
な
い
．

H
at

hi
Tr

us
t D

ig
ita

l L
ib

ra
ry

. 
統
計
院
（
18
83
）；

19
62

年

の
復
刻
版
を
参
照
．

ht
tp

s:
//h

dl
.h

an
dl

e.
ne

t/2
02
7/

m
su

.3
12
93
02
91
37
90
2

20
21

年
5
月

4
日

北
海
道

J5
4

18
82
（
明
治

15
）
年

頃

『
釧
路
市
史
』
の

「
商
業
」
の
項

●
釧
路
（
北
海
道
）
に
お
け
る
当
時
の
物
価
と
し
て
「
鹿

胎
子

 1
頭

 4
銭
」
と
の
記
述
が
あ
る
．
鹿
胎

1
個
あ
た

り
0.
04

円
．

渡
辺
（
19
57
）

北
海
道

J5
5

18
82
（
明
治

15
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

東

京
都
・
藤
浪
版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
い

ろ
い

ろ
な

や
む

お
ん

な
に

は
し

か
の

ふ
く
ろ
を
く
ろ
や
き
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ht
tp

s:
//w

w
w.

w
ul

.w
as

ed
a.

ac
.jp

/
ko

te
ns

ek
i/h

tm
l/b

un
ko
10

/
bu

nk
o1
0_
06
49
3/

in
de

x.
ht

m
l

20
21

年
4
月

8
日

東
京
都

J5
6

18
84
（
明
治

17
）
年

『
妙
薬
集
（
別
名

 
い
ろ
は
歌
佐
）』

（
愛
知
県
・
恒
川

版
）

●
「

ち
の

道
で

い
ろ

い
ろ

な
や

む
女

に
は

し
か

の
ふ

く
ろ

ご
く
ろ
や
き
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵

（
雑

/2
22
8）

愛
知
県

J5
7

18
85
（
明
治

18
）
年

『
農
商
工
公
報

 第
2
号
』（

18
85

年
4

月
1
日
，

p.
 6
9）

●
横
浜
（
神
奈
川
県
）
か
ら
の
輸
出
品
の
相
場
と
し
て
「
鹿

胎
子

 1
00

疋
　
8.
5
～

10
弗

」
と

の
記

述
が

あ
る
．

U
S$

1＝
0.
7
円
と
し
て
鹿
胎

1
個
あ
た
り
平
均

0.
06

～

0.
07

円
と
推
定
．
輸
出
先
の
情
報
は
な
い
．

G
oo

gl
e 

B
oo

ks
．
農
商
務
省

（
18
85
）

ht
tp

s:
//w

w
w.

go
og

le
.c

o.
jp

/b
oo

ks
/

ed
iti

on
/_

/jK
Q

I1
ts

A
ss

kC
20
21

年
4
月

11
日

神
奈
川
県

付
表
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（
続
き
）
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資
料

番
号

年
代

資
料
名

薬
種
と
し
て
の

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

図
2
の

位
置

J5
8

18
85
（
明
治

18
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

愛

知
県
一
宮
市
版
）

●
「

血
の

道
で

い
ろ

い
ろ

な
や

む
女

に
は
，

鹿
の

袋
を

黒

焼
き
て
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

加
藤
（
19
76
）

愛
知
県

J5
9

18
85
（
明
治

18
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

愛

知
県
・
岩
田
版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
，

い
ろ

い
ろ

な
や

む
女

に
は

し
か

の
は

ら
み
［
ご
］
く
ろ
や
き
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

個
人
所
有
（
安
田
）

愛
知
県

J6
0

18
86
（
明
治

19
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

東

京
都
・
西
口
版
）

●
「

血
の

道
で

色
い

ろ
悩

む
女

に
は

鹿
の

胎
児

を
黒

焼
に

し
て
呑
め
」
と
記
し
て
い
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
83
74
05

20
21

年
4
月

8
日

東
京
都

J6
1

18
86
（
明
治

19
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

山

梨
県
甲
府
市
版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
い

ろ
い

ろ
な

や
む

お
ん

な
に

は
し

か
の

ふ
く
ろ
こ
く
ろ
や
い
て
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

個
人
所
有
（
安
田
）

山
梨
県

J6
2

18
86
（
明
治

19
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

大

阪
府
・
黒
田
版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
い

ろ
い

ろ
な

や
む

お
ん

な
に

は
し

か
の

ふ
く
ろ
を
く
ろ
や
き
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

個
人
所
有
（
安
田
）

大
阪
府

J6
3

18
87
（
明
治

20
）
年

前
後

「
い
ろ
は
」
わ
け

予
防
妙
薬
歌

●
「

血
の

道
で

い
ろ

い
ろ

な
や

む
女

に
は
，

し
か

の
ふ

く

ろ
を
黒
焼
で
飲
め
」
を
含
む
い
ろ
は
歌
が
博
多
や
小
倉

（
福
岡
県
）
で
流
行
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
．

有
吉
生
（
19
31
）

福
岡
県

J6
4

18
89
（
明
治

22
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

茨

城
県
水
戸
市
・
川

上
版
）

●
「

ち
の

み
ち

の
や

ま
い

に
は
，

し
か

の
は

ら
子

を
く

ろ

や
き
に
し
て
一
日
二
匁
づ
つ
の
め
ば
ま
こ
と
に
な
お
る

と
い
う
な
り
」
と
記
し
て
い
る
．

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン

20
20

年
7
月

15
日

茨
城
県

J6
5

18
89
（
明
治

22
）
年

『
満
妙
薬
い
ろ
は

歌
』
奉
納
絵
馬
（
奈

良
県
十
津
川
村

版
）

●
「
血
の
道
で
種
々
悩
む
女
に
は
鹿
の
袋
を
黒
焼
で
呑
め
」

と
記
し
て
い
る
．

奈
良
県
薬
業
史
資
料
編

 I．
奈
良
県
薬
業
史
編
さ
ん
審
議

会
（
19
88
）

ht
tp

://
w

w
w.

pr
ef

.n
ar

a.
jp

/
se

cu
re

/1
32
39
9/
12

.p
df

20
21

年
4
月

12
日

奈
良
県

J6
6

18
91
（
明
治

24
）
年

『
第
三
回
内
国
勧

業
博
覧
会
出
品
目

録
 第

三
部

 高
知

県
』

●
土
佐
国
幡
多
郡
大
川
筋
村
（
高
知
県
四
万
十
市
）
の
出

品
者

2
名
か
ら
「
鹿
胎
子
」
が
出
品
さ
れ
て
い
る
．

『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資

料
．
勧
業
博
覧
会
資
料

14
0』
．
明
治
文
献
資
料
刊
行

会
（
19
74
）
を
参
照

高
知
県

J6
7

18
91
（
明
治

24
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

兵

庫
県
姫
路
市
・
押

部
版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
い

ろ
い

ろ
な

や
む

お
ん

な
に

は
し

か
の

ふ
く
ろ
子
く
ろ
や
き
に
し
て
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

北
さ
ん
堂
雑
記
；
個
人
所
有

（
安
田
）

ht
tp

s:
//a

m
eb

lo
.jp

/k
ita

sa
n1
97
0/

en
try

-1
26
57
84
49
14

.h
tm

l
20
21

年
4
月

8
日

兵
庫
県

J6
8

18
92
（
明
治

25
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

富

山
県
高
岡
市
・
牧

版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
，

い
ろ

い
ろ

な
や

む
女

に
は

し
か

の
は

ら
み
［
ご
］
く
ろ
や
き
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ht
tp

s:
//k

ot
en

se
ki

.n
ijl

.a
c.

jp
/

bi
bl

io
/1
00
27
12
75

20
21

年
4
月

8
日

富
山
県

J6
9

18
95
（
明
治

28
）
年

『
い
ろ
は
わ
け
救

民
妙
薬
集
』（

広

島
県
福
山
市
・
岡

田
版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
い

ろ
い

ろ
な

や
む

お
ん

な
に

は
し

か
の

ふ
く
ろ
ご
く
ろ
や
き
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
83
74
04

20
21

年
4
月

8
日

広
島
県

J7
0

19
03
（
明
治

36
）
年

『
救
民
妙
薬
い
ろ

は
わ
け
』（

栃
木

県
・
桐
原
版
）

●
「

ち
の

み
ち

で
い

ろ
い

ろ
な

や
む

お
ん

な
に

は
し

か
の

ふ
く
ろ
く
ろ
や
き
に
し
て
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵

（
雑

/2
23
2）

栃
木
県

付
表
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き
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資
料

番
号

年
代

資
料
名

薬
種
と
し
て
の

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

図
2
の

位
置

J7
1

19
世
紀
後
半
～

20

世
紀
前
半

『
猪
・
鹿
・
狸
』

の
「
鹿
の
胎
児
」

の
項

●
明
治
初
期
の
鹿
胎
に
関
す
る
以
下
の
記
述
が
あ
る
．

・
 「
鹿

の
胎

児
を

サ
ゴ

と
も

ま
た

胎
籠

り
と

も
謂

う
て
，

そ
の

黒
焼

き
は

産
後

の
肥

立
ち

の
悪

い
者

な
ど

に
，

こ
の
上
の
妙
薬
は
な
い
と
言
わ
れ
た
」

・
 「
明

治
初

年
頃
，

普
通

の
鹿

一
頭

が
五

十
銭

か
七

十

銭
の

時
代

に
，

サ
ゴ

一
頭

が
七

十
五

銭
か

ら
一

円
に

も
売

れ
た

と
い

う
か

ら
，

狩
人

は
何

を
捨

て
て

も
孕

み
鹿

に
目

を
つ

け
た

の
で

あ
る
．

そ
の

た
め

一
年

に

一
頭

し
か

殖
え

ぬ
鹿

の
命

数
を
，

縮
め

る
事

な
ど

考

え
る
余
裕
は
か
れ
等
に
は
な
か
っ
た
」

・
 「
胎

児
は

旧
暦

の
春

三
月
，

親
鹿

が
肢

に
脛

巾
を

穿

い
た

季
節

が
最

も
効

験
が

あ
る

と
謂

う
．（

中
略

）

月
で

言
う

と
，

そ
の

時
サ

ゴ
は

五
月

目
で

あ
っ

た
．

鼠
よ

り
も

心
持

ち
大

き
か

っ
た

が
，

肌
に

は
は

や
美

し
い

鹿
の

子
の

斑
が

表
れ

て
い

る
．

サ
ゴ

の
最

も
効

験
あ

る
時

期
と

し
て
，

親
鹿

の
腹

を
割

い
て

取
り

出

し
た

時
，

掌
に

載
せ

て
眺

め
る

程
度

が
良

い
と

も
謂

う
」

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
早
川

（
19
26
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
10
20
55
7/
66

20
21

年
4
月

8
日

愛
知
県

J7
2

19
14
（
大
正

3）
年

『
精
神
病
者
私
宅
監

置
ノ
実
況
』
の
第

3
節
精
神
病
ノ
民

間
薬
及
ビ
迷
信
薬

（
コ
マ
番
号

57
）

●
富
山
県
富
山
市
に
お
い
て
精
神
病
に
効
く
と
さ
れ
る
民

間
薬
を
調
査
し
，
そ
の
な
か
に
血
の
道
に
効
く
と
さ
れ

た
「
鹿
ノ
胎
児
ノ
黒
焼
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
報
告
し

て
い
る

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
呉
・
樫
田

（
19
18
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
98
51
60

/5
7

20
21

年
4
月

8
日

富
山
県

J7
3

19
16
（
大
正

5）
年

『
自
宅
療
法
い
ろ

は
妙
薬
集
』（

長

野
県
千
曲
市
・
塚

田
版
）・
『
い
ろ
は

妙
薬
集
説
明
書
』

●
「

ち
の

み
ち

で
い

ろ
い

ろ
な

や
む

女
に

は
し

か
の

は
ら

ご
の
く
ろ
や
き
を
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．
ま
た
説
明

書
に
は「

鹿
の
腹
子
は
黒
焼
専
門
の
薬
店
に
あ
り
ま
す
」

と
あ
る
．

個
人
所
有
（
安
田
）

長
野
県

J7
4

発
行
年
不
明

『
秘
伝
妙
薬
い
ろ

は
歌
』（

富
山
県

黒
部
市
蔵
）

●
「

血
の

道
で
，

い
ろ

い
ろ

悩
む

女
中

衆
は
，

し
し

の
ふ

く
ろ
ご
，
黒
焼
て
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

伊
藤
（
19
76
）

富
山
県

J7
5

発
行
年
不
明

『
農
山
村
天
産
物

の
利
用
』
の
「
い

ろ
は
救
民
妙
薬
の

歌
」
の
項

●
「

血
の

道
で

色
い

ろ
悩

む
婦

人
に

は
，

鹿
の

ふ
く

ろ
子

黒
焼
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

谷
本
（
19
35
）

J7
6

発
行
年
不
明

『
漢
方
と
民
間
薬

百
科
』
の
「
い
ろ

は
救
民
妙
薬
の

歌
」
の
項

●
「

血
の

道
で
，

い
ろ

い
ろ

悩
む

婦
人

に
は
，

鹿
の

ふ
く

ろ
子
黒
焼
き
で
の
め
」
と
記
し
て
い
る
．

大
塚
（
19
66
）

J7
7

19
21
（
大
正

10
）
年

『
黒
焼
の
研
究
』

●
薬
種
商
や
黒
焼
商
が
取
り
扱
っ
て
い
た
黒
焼
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
鹿
胎
子
霜
」
を
挙
げ
て
い
る
．

小
泉
（
20
04
）

J7
8

19
22
（
大
正

11
）
年

『
和
漢
薬
考

 増
訂

再
版

 後
編
』（

コ

マ
番
号

45
）

●
痔
に
対
す
る
処
方
と
し
て
「
鹿
胎
子
霜
」
を
他
の
薬
種

（
荊

芥
等

）
と

と
も

に
煎

湯
に

混
ぜ

る
こ

と
を

記
し

て

い
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
小
泉

（
19
22
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
83
79
12

20
21

年
5
月

3
日

J7
9

19
23
（
大
正

12
）
年

『
し
か
』
の
「
鹿

の
利
用
及
害
」
の

項
（
コ
マ
番
号

11
4–
11
8）

薬
種
と
し
て
鹿
茸
と
鹿
角
を
挙
げ
て
い
る
が
，
鹿
胎
に

つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
川
瀬

（
19
23
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
97
90
99

20
21

年
6
月

13
日

付
表
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資
料

番
号

年
代

資
料
名

薬
種
と
し
て
の

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

図
2
の

位
置

J8
0

18
世
紀
後
半
～

19

世
紀
初
期

明
治
大
正
期
に
東

京
で
黒
焼
商
を
営

ん
で
い
た
菅
俣
吉

兵
衛
の
遺
稿

●
当
時
の
東
京
の
黒
焼
商
に
お
け
る

1
個
あ
た
り
の
売
価

を
「
鹿
胎
子

5.
00

円
，
猿
胎
子

3.
00

円
，
羊
胎
子

2.
50

円
，

牛
胎

子
1.
50

円
，

豚
胎

子
0.
20

円
」

と
記

し
て

い
る
．

栗
原
（
19
70

a）
東
京
都

J8
1

18
世
紀
後
半
～

19

世
紀
初
期

明
治
大
正
期
に
東

京
で
黒
焼
商
を
営

ん
で
い
た
菅
俣
吉

兵
衛
の
遺
稿

●
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
偶
蹄
類
の
胎
仔
が
鹿
胎
の
代
用

品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
．

・
 「
鹿

胎
子

は
子

宮
病
，

血
の

道
の

薬
と

し
て

た
く

さ

ん
用

い
ら

れ
た

も
の

で
，

そ
の

代
用

品
も

た
く

さ
ん

あ
る
．

た
と

え
ば

台
湾

の
羗

胎
子

で
あ

る
が
，

小
さ

な
鹿

で
内

地
産

の
鹿

胎
子

く
ら

い
の

大
き

さ
で

毛
が

生
え

て
い

る
の

で
す

ぐ
わ

か
る
．

つ
ぎ

に
朝

鮮
の

鹿

胎
子
．

そ
の

つ
ぎ

は
樺

太
の

麝
香

鹿
の

胎
子
．

ま
た

内
地

に
は

か
も

鹿
の

胎
子
，

そ
の

他
廉

価
の

も
の

に

は
豚
胎
，
牛
胎
が
あ
る
」．

栗
原
（
19
70

b）
東
京
都

J8
2

19
29
（
昭
和

4）
年

川
口
孫
治
郎
の
旅

行
記

●
大

分
県

佐
伯

市
に

お
け

る
調

査
旅

行
の

記
録

と
し

て

「
ロ

ク
タ

イ
シ

と
は

鹿
の

袋
子

の
こ

と
な

り
．

即
ち

腹

子
な
り
．
血
の
道
の
薬
な
り
と
い
ふ
．
ロ
ク
タ
イ
シ
は

鹿
胎
子
ら
し
」
と
記
し
て
い
る
．

桜
田
（
19
75
）

大
分
県

J8
3

19
29
（
昭
和

4）
年

『
五
月
の
手
帳
』

の
「
五
月
の
鹿
」

の
項

●
「

晩
春

に
は

鹿
の

子
が

猫
程

に
も

成
長

し
て
，

生
れ

る

間
も
な
い
，
鹿
の
胎
児
は
婦
人
の
血
の
道
と
産
後
の
肥

立
ち
の
妙
薬
と
云
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
の
記
述
が

あ
る
．

『
日
本
の
美
の
こ
こ
ろ
』（

川

端
19
73
）
に
再
録

J8
4

19
29
（
昭
和

4）
年

『
商
売
打
明
話
』

の
「
薬
屋
の
巻
」

の
項

●
「

鹿
の

胎
児

や
猿

の
胎

児
を

干
し

た
の

は
婦

人
血

の
道

の
妙
薬
」
と
の
記
述
が
あ
る
．

時
事
新
報
社
経
済
部
（
19
29
）

J8
5

19
33
（
昭
和

8）
年

貴
重
な
る
動
物
薬

の
考
察
（
三
）

●
名
古
屋
市
内
で
開
催
さ
れ
た
動
物
薬
研
究
展
覧
会
に
お

い
て

出
品

者
2
名

が
「

鹿
胎

子
」

を
出

品
し

て
い

る
．

著
者
の
右
左
見
は
鹿
胎
子
の
ほ
か
に
豚
胎
子
，羊

胎
子
，

猿
胎
子
を
出
品
し
て
い
る
．

右
左
見
（
19
33
）

愛
知
県

J8
6

19
35
（
昭
和

10
）
年

『
本
草
辞
典
』
の

「
鹿
胎
子
」
の
項

●
「

鹿
ノ

胎
児

ニ
シ

テ
血

ノ
道

ニ
用

フ
，

今
屡

々
豚

胎
子

ヲ
以
テ
贋
造
ス
」
と
の
記
述
が
あ
る
．

清
水
（
19
77
）

J8
7

19
40
（
昭
和

15
）
年

『
観
音
の
札
所
と

伝
説
』
の
「
音
羽

山
清
水
寺
」
の
項

坂
上
田
村
麻
呂
の「

夫
人
に
は
難
産
の
癖
が
あ
っ
た
が
，

分
娩
期
が
近
日
に
迫
つ
た
の
で
，
将
軍
が
こ
れ
を
憂
へ

て
ゐ
る
と
，
胎
中
に
あ
る
子
鹿
の
血
を
啜
れ
ば
安
産
す

る
と
進
言
さ
れ
，
そ
れ
を
信
じ
て
一
日
を
こ
の
山
に
狩

暮
し
，

漸
く

に
し

て
姙

つ
て

ゐ
る

牝
鹿

を
射

止
め

た
」

と
記
述
し
て
い
る
．

清
水
谷
（
19
40
）；

著
者
の

清
水
谷
善
照
は
御
嶽
山
播
州

清
水
寺
（
兵
庫
県
加
東
市
）

の
貫
主

J8
8

19
41
（
昭
和

16
）
年

『
実
験
狩
猟
術
罠

及
網
猟
法
』
の
「
鹿

及
赤
鹿
」
の
項

●
「

鹿
の

胎
児

も
薬

用
と

し
て

需
要

さ
れ
，
15
0
円

位
に

売
れ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
吉
村

（
19
41
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
10
67
57
7/
63

20
21

年
10

月
5
日

J8
9

19
46
（
昭
和

21
）
年

『
和
漢
薬
名
彙
』

の
「
鹿
胎
子
」
の

項

●
「

鹿
胎

子
 R

ok
u-

ta
i-s

i　
鹿

胎
，

鹿
胎

仔
　

鹿
の

胎
児

の
生
乾
品
．（

鹿
胎
は
胎
児
の
入
っ
た
子
宮
）」

と
の
記

述
が
あ
る
．

木
村
ほ
か
（
19
46
）

J9
0

19
46
（
昭
和

21
）
年

『
K

ey
 T

o 
Ja

pa
n』

（
p.

 7
8）

●
日
本
で
は
乾
し
た
鹿
胎
が
結
核
に
効
く
と
信
じ
ら
れ
て

い
る
と
の
記
述
が
あ
る
．

IN
TE

R
N

ET
 A

R
C

H
IV

E.
 

W
ill

ar
d（

19
46
）

ht
tp

s:
//a

rc
hi

ve
.o

rg
/d

et
ai

ls
/in

.e
rn

et
.

dl
i.2

01
5.
53
80
7/

pa
ge

/n
85

/m
od

e/
2u

p
20
21

年
4
月

8
日

付
表

1．
（
続
き
）



薬種としてのニホンジカ胎仔の利用 183

資
料

番
号

年
代

資
料
名

薬
種
と
し
て
の

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

図
2
の

位
置

J9
1

19
46

–1
94
7（

昭
和

21
–2
2）

年

大
分
県
三
重
町
附

近
の
見
聞

●
大
分
県
豊
後
大
野
市
に
お
け
る
狩
猟
に
関
す
る
聞
き
取

り
調

査
の

報
告

に
「（

シ
カ

の
）

胎
児

の
こ

と
を

ロ
ク

タ
イ

シ
と

い
ひ
，

撃
ち

と
め

た
人

の
も

の
に

な
る

が
，

之
は
女
の
血
の
道
の
薬
」
と
記
し
て
い
る
．

井
之
口
（
19
53
）

大
分
県

J9
2

19
51
（
昭
和

26
）
年

琴
村
舟
志
の
家
と

通
過
儀
礼
―
対
馬

調
査
記
（
一
）
―

●
対
馬
（
長
崎
県
）
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
の
報
告
に

「
ガ
ゴ

 鹿
の
腹
子
．
蔭
干
し
に
し
て
，
血
の
道
の
薬
に

す
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
．

大
間
知
（
19
59
）

長
崎
県

J9
3

19
51
（
昭
和

26
）
年

『
民
俗
学
辞
典
』

の
「
鹿
」
の
項

●
「

鹿
の

胎
児

は
サ

ゴ
と

い
っ

て
薬

用
と

し
て

珍
重

さ
れ

て
い

る
」

と
の

記
述

が
あ

る
．

参
考

文
献

と
し

て
J7
1

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
．

柳
田
（
19
51
）

J9
4

19
59
（
昭
和

34
）
年

『
大
法
輪

 第
26

巻
』
の
「
清
水
の

観
音
さ
ん
」
の
項

音
羽
山
清
水
寺
の
伝
説
と
し
て
「
長
岡
の
都
に
，
後
の

征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
，
奥
さ
ん
の
難
産
の
た

め
に
鹿
の
腹
子
が
欲
し
い
と
て
，
そ
れ
を
狩
り
し
に
こ

こ
へ
来
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
．

『
慈
眼
』（

大
西

19
64
）
に
再

録
；
著
者
の
大
西
良
慶
（
18
75

年
～

19
83

年
）
は
音
羽
山

清
水
寺
（
京
都
府
京
都
市
）

の
貫
主

J9
5

19
59
（
昭
和

34
）
年

北
海
道
の
鹿
と
そ

の
興
亡

明
治
初
年
の
こ
と
と
し
て
「
輸
出
品
の
中
に
北
海
道
か

ら
産
出
す
る
鹿
の
皮
と
鹿
角
が
一
役
買
っ
て
い
た
．
鹿

皮
は
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
向
け
ら
れ
，
鹿
角
の
仕
向

地
は
支
那
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
．
薬
種
と
し
て

の
鹿
角
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
が
，
鹿
胎
に
関
す
る
記

述
は
な
い
．

犬
飼
（
19
59
）

J9
6

19
59
（
昭
和

34
）
年

『
大
和
の
民
俗
』

の
「
狩
猟
雑
話
」

の
項

●
奈
良
県
の
山
村
の
狩
猟
民
俗
・
民
間
療
法
と
し
て
「
シ

カ
の
寒
子
は
血
の
道
の
特
効
薬
と
し
て
今
で
も
愛
用
さ

れ
て
い
る
」
と
報
告
し
て
い
る
．

岩
井
（
19
59
）

奈
良
県

J9
7

19
71
（
昭
和

46
）
年

黒
焼

●
「

日
本

の
伝

説
で

は
坂

上
田

村
麻

呂
が

鹿
の

胎
仔

を
霜

に
し
て
，
夫
人
に
服
ま
せ
た
．
婦
人
病
に
効
く
」
と
の

記
述
が
あ
る
．

高
木
ほ
か
（
19
71
）

J9
8

19
71
（
昭
和

46
）
年

『
続
狩
猟
伝
承
研

究
』

●
以
下
の
記
述
が
あ
る
．

・
 「
鹿

の
腹

仔
は

血
の

道
と

い
っ

た
功

能
が

あ
げ

ら
れ

（
中

略
）

各
地

の
修

験
が

多
少

と
も

心
得

て
，

こ
れ

を
応
用
し
え
た
は
ず
で
あ
る
」

・
 「
鹿

の
胎

児
な

ど
も

効
果

の
多

い
も

の
と

さ
れ
，

そ

れ
ら
は
狩
人
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
」

千
葉
（
19
71
）

J9
9

19
77
（
昭
和

52
）
年

『
狩
猟
伝
承
研
究
．

後
篇
』

●
以
下
の
記
述
が
あ
る
．

・
 「
鹿

胎
児

ま
た

は
サ

ゴ
と

い
っ

て
，

鹿
の

胎
児

は
女

の
産

後
の

病
，

主
と

し
て

慢
性

貧
血

症
に

き
く

と
い

い
，
そ
の
需
要
も
多
か
っ
た
」

・
 「
シ

カ
は

胎
児

を
サ

ル
の

頭
骨

と
同

じ
く

黒
焼

に
し

て
女

の
血

の
道
，

い
わ

ゆ
る

婦
人

病
の

薬
に

用
い

る

程
度

で
あ

る
．

こ
の

鹿
の

胎
児

の
利

用
は

お
そ

ら
く

呪
術

的
な

も
の

で
，

新
ら

し
い

生
命

力
を

生
命

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
乏

し
く

な
っ

て
悩

む
者

に
注

ぎ
こ

む
と

い
っ
た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
」

千
葉
（
19
77
）

J1
00

19
77
（
昭
和

52
）
年

『
日
本
人
の
技
術
』

の
「
医
術
と
く
す

り
」
の
章

●
「

妙
薬

い
ろ

は
歌

」
の

紹
介

の
な

か
で
「

血
の

道
で

い

ろ
い
ろ
悩
む
女
に
は
，鹿

の
ふ
く
ろ
子
黒
焼
き
で
の
め
」

と
記
し
て
い
る
．

立
川
（
19
77
）

付
表
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資
料

番
号

年
代

資
料
名

薬
種
と
し
て
の

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

図
2
の

位
置

J1
01

19
82
（
昭
和

57
）
年

『
狩
猟
伝
承
』

●
以
下
の
記
述
が
あ
る
．

・
 「
こ

の
鹿

の
胎

籠
り

の
サ

ゴ
と

呼
ぶ

も
の

は
，

別
に

特
別

の
用

途
が

あ
っ

た
．

つ
ま

り
，

こ
れ

を
黒

焼
に

し
て

産
後

の
肥

立
ち

の
よ

く
な

い
女

に
の

ま
せ

る
と

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
」

・
 「
日
本
の
漢
方
薬
で
は
鹿
胎
仔
と
呼
び
」

・
 「
ロ

ク
タ

イ
ジ

は
『

本
草

綱
目

』
な

ど
に

は
見

え
ず
，

小
野

蘭
山

先
生

は
，

鹿
胎

を
薬

に
す

る
こ

と
は
『

本

経
逢

原
』

と
い

う
書

に
あ

る
と

説
明

さ
れ

て
い

る
．

こ
の

書
物

は
あ

ま
り

著
名

と
は

思
わ

れ
な

い
の

で
，

お
そ

ら
く

こ
れ

を
妙

薬
と

し
て

用
い

る
こ

と
は
，

日

本
の

在
来

民
間

医
療

に
出

る
も

の
で
，

名
称

だ
け

を

外
来
語
に
か
り
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」

千
葉
（
19
82
）

J1
02

19
86
（
昭
和

61
）
年

『
狩
猟
伝
承
研
究
．

総
括
編
』

●
以
下
の
記
述
が
あ
る
．

・
 「
ロ

ク
タ

イ
ジ

つ
ま

り
鹿

の
腹

ご
も

り
の

仔
も

婦
人

病
の
高
貴
薬
で
あ
っ
た
」

千
葉
（
19
86
）

J1
03

19
90
（
平
成

2）
年

『
奈
良
県
史

 2
巻
』

の
「
山
の
動
物
と

薬
」
の
項

●
奥
吉
野
（
奈
良
県
南
部
）
に
お
け
る
か
つ
て
の
民
間
治

療
の
話
と
し
て
「
雌
ジ
カ
の
腹
子
を
ロ
ク
タ
イ
シ
と
呼

び
，
ロ
ク
タ
イ
シ
の
長
さ
が
六
寸
ま
で
の
頃
の
も
の
を

乾
燥
し
，
き
ざ
ん
で
煎
じ
て
飲
む
と
産
前
産
後
の
腹
痛

に
効
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
．

御
勢
（
19
90
）

奈
良
県

J1
04

19
93
（
平
成

5）
年

『
ア
イ
ヌ
民
族
』

の
「
シ
カ
と
サ
ケ
」

の
項

●
「

明
治

に
な

る
と
（

中
略

）
シ

カ
皮

は
年

に
数

万
枚

も

フ
ラ
ン
ス
に
輸
出
さ
れ
，
角
や
腹
子
は
薬
用
と
し
て
中

国
に
大
量
輸
出
さ
れ
，
そ
し
て
シ
カ
肉
の
缶
詰
工
場
ま

で
出
現
し
て
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
た
」
と
記
し
て
い

る
．

本
多
（
19
93
）

J1
05

19
95
（
平
成

7）
年

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約

と
繁
用
動
物
生
薬

●
北
都
製
薬
株
式
会
社
の
漢
方
資
料
館
草
木
庵
（
北
海
道

札
幌
市
）
に
鹿
胎
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

て
い
る
．

関
崎
・
縣
（
19
95
）

北
海
道

J1
06

19
99
（
平
成

11
）
年

漢
方
資
料
館
“
草

木
庵
”

●
北
都
製
薬
株
式
会
社
の
漢
方
資
料
館
草
木
庵
（
北
海
道

札
幌
市
）
に
鹿
胎
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

て
い
る
．

成
田
（
19
99
）

北
海
道

J1
07

20
06
（
平
成

18
）
年

『
エ
ゾ
シ
カ
の
保

全
と
管
理
』
の
「
北

海
道
の
自
然
環
境

と
エ
ゾ
シ
カ
の
歴

史
」
の
章

●
明

治
初

期
の

北
海

道
か

ら
，

シ
カ

皮
は

フ
ラ

ン
ス

に
，

角
や
鹿
胎
は
中
国
に
，
シ
カ
肉
の
缶
詰
は
ア
メ
リ
カ
に

大
量
に
輸
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
．

梶
（
20
06
）

J1
08

20
11
（
平
成

23
）
年

『
エ
ゾ
シ
カ
は
森

の
幸
』

●
明
治
初
期
の
北
海
道
か
ら
，
大
量
の
エ
ゾ
シ
カ
の
鹿
胎

が
中
国
に
輸
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
．

大
泰
司
・
平
田
（
20
11
）

付
表
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資
料

番
号

年
代

資
料
名

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

C
1

1
～

3
世
紀

頃
『
神
農
本
草
経
』

鹿
茸
を
収
載
し
て
い
る
が
鹿
胎
は
収
載
し
て
い
な
い
．

中
国
哲
学
書
電
子
化
計

画
．
著
者
不
詳

ht
tp

s:
//c

te
xt

.o
rg

/w
ik

i.
pl

?i
f=

gb
&

re
s=
58
08
53

20
21

年
4
月

10
日

C
2

8
世
紀
前
半

『
食
療
本
草
』

鹿
茸
を
収
載
し
て
い
る
が
鹿
胎
は
収
載
し
て
い
な
い
．

中
国
哲
学
書
電
子
化
計

画
．
孟
・
張

ht
tp

s:
//c

te
xt

.o
rg

/w
ik

i.
pl

?i
f=

gb
&

re
s=
49
17
47

20
21

年
6
月

7
日

C
3

11
～

12
世
紀

頃
『
証
類
本
草

 巻
17
』
の
「
鹿
」

の
項

鹿
茸
を
収
載
し
て
い
る
が
鹿
胎
は
収
載
し
て
い
な
い
．

中
国
哲
学
書
電
子
化
計

画
．
唐
・
艾
・
曹

ht
tp

s:
//c

te
xt

.o
rg

/w
ik

i.
pl

?i
f=

gb
&

ch
ap

te
r=
23
65
66

20
21

年
4
月

10
日

C
4

15
90

年
『
本
草
綱
目

 第
51

巻
』
の
「
鹿
」

の
項
（
コ
マ
番
号

22
–3
0）
；『

本

草
綱
目

 第
26

巻
』
の
「
葱
」

の
項
（
コ
マ
番
号

9–
13
）

鹿
茸

を
収

載
し

て
い

る
が

鹿
胎

は
収

載
し

て
い

な
い
．

類
似

し
た

名
称

の
薬

種
と

し
て

鹿
胎

糞
を

収
載

し
て

い

る
．
ネ
ギ

Al
liu

m
 fi

st
ul

os
um

（
葱
）
の
異
名
と
し
て
鹿

胎
を
挙
げ
て
い
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
李

（
15
90
）；

邦
訳
：
木
村
・

鈴
木
（
19
79
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
12
86
75
2;

 h
ttp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/

in
fo

:n
dl

jp
/p

id
/1
28
70
99

20
21

年
5
月

31
日

C
5

16
65

年
『
本
草
新
編
』
の
「
鹿
」
の
項

●
鹿

胎
の

利
用

に
つ

い
て

紹
介

し
て

い
る
．

効
用

と
し

て

「
鹿

胎
為

丸
，

大
能

生
先

天
之

気
，

益
後

天
之

母
，

健

脾
生

精
，

興
陽

補
火

」
と

あ
る

が
，

産
後

の
女

性
の

心

身
の
不
調
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
．

中
国
哲
学
書
電
子
化
計

画
．
陳
（
16
65
）

ht
tp

s:
//c

te
xt

.o
rg

/w
ik

i.
pl

?i
f=

gb
&

ch
ap

te
r=
29
59
87

20
21

年
4
月

10
日

C
6

16
95

年
『
本
経
逢
原
』
の
「
鹿
」
の
項

●
鹿

胎
を

収
載

し
て

い
る
．

効
用

と
し

て
産

後
の

女
性

の

心
身
の
不
調
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
．

中
国
哲
学
書
電
子
化
計

画
．
張
（
16
95
）

ht
tp

s:
//c

te
xt

.o
rg

/w
ik

i.
pl

?i
f=

gb
&

ch
ap

te
r=
32
21
62

20
21

年
4
月

10
日

C
7

19
16

年
『
蕃
俗
一
斑
』
の
「
蕃
地
の
物

産
」
の
項
（

p.
 8
）

●
台

湾
の

現
地

民
の

交
易

品
の

ひ
と

つ
と

し
て
「

鹿
胎

子

（
鹿
の
胎
子
を
乾
し
た
る
も
の
）」

と
の
記
述
が
あ
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
台
湾

総
督
府
民
政
部
警
察
本
署

（
19
16
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
18
70
37
7

20
21

年
4
月

11
日

C
8

19
29

年
『
支
那
長
生
秘
術
』
の
「
鹿
の

胎
児
」
の
項
（

p.
 2
09

–2
14
）

●
男

女
の

産
み

分
け

を
可

能
に

す
る

薬
と

し
て

中
国

四
川

産
の
鹿
胎
の
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
後
藤

（
19
29
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
10
49
73
2

20
21

年
4
月

10
日

C
9

19
30

年
頃

『
北
方
騎
馬
民
族
オ
ロ
チ
ョ

ン
』

●
中

国
北

東
部

の
ツ

ン
グ

ー
ス

系
狩

猟
民
（

オ
ロ

チ
ョ

ン

族
）

の
主

要
な

交
易

品
と

し
て

鹿
茸

と
と

も
に

鹿
胎

を

挙
げ

て
い

る
．

平
均

的
な

オ
ロ

チ
ョ

ン
族

1
家

族
あ

た

り
の
「

鹿
胎

子
」

の
年

間
生

産
量

は
10

個
で
，

精
力

剤
の

薬
種

と
し

て
中

国
人

が
買

い
付

け
て

い
た

と
報

告

し
て
い
る
．

永
田
（
19
69
）

C
10

19
31

年
『
台
湾
時
報

 1
40

号
』（

19
31

年
7
月
発
行
）

●
台

湾
の

原
住

民
の

交
易

品
と

し
て
「

鹿
胎

子
」

を
報

告

し
て
い
る
．

伊
藤
（
19
31
）

C
11

19
44

年
『
支
那
哺
乳
動
物
物
誌
』
の
「
支

那
の
民
間
薬
と
哺
乳
動
物
」

の
項
（
コ
マ
番
号

24
–2
5）

●
中

国
に

お
け

る
シ

カ
の

利
用

に
つ

い
て
「

一
番

商
品

価

値
の

有
る

の
は

胎
児

と
袋

角
（

鹿
茸

）
と

で
あ

る
．

胎

児
は

子
を

得
る

為
め

の
薬

と
し

て
用

い
る

相
で

，
中

に

は
男

の
子

を
得

る
薬
，

女
の

子
を

得
る

薬
と

称
し

て
，

男
女

子
ど

ち
ら

で
も

望
み

次
第

の
を

売
っ

て
居

る
と

い

う
」，
「

胎
児

は
牡

児
で

15
0
元
，

牝
児

で
70

元
も

す

る
と
い
う
」
と
記
し
て
い
る
．

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
．
阿
部

（
19
44
）

ht
tp

s:
//d

l.n
dl

.g
o.

jp
/in

fo
:n

dl
jp

/
pi

d/
12
65
47
4

20
21

年
5
月

20
日

C
12

19
60

年
『
人
間
の
生
活
』
の
「
狩
猟
漁

撈
民
の
生
活
」
の
項

●
極

東
ロ

シ
ア

か
ら

中
国

黒
竜

江
省

に
く

ら
す

ツ
ン

グ
ー

ス
系

狩
猟

漁
労

民
の

狩
猟

文
化

に
つ

い
て
「

仔
を

孕
ん

で
い

る
雌

ジ
カ

の
胎

児
を

と
り

だ
し

て
煮

出
し

た
漿

汁

は
，
婦
人
病
に
特
効
が
あ
る
と
い
う
」
と
記
し
て
い
る
．

調
査
年
不
明
．

竹
村
（
19
60
）

付
表

2．
中

国
・

台
湾

に
お

け
る

鹿
胎

利
用

の
文

献
資

料
．

年
代

に
は

当
該

資
料

の
発

行
年
，

成
立

年
，

編
纂

年
，

書
写

年
あ

る
い

は
調

査
年

の
う

ち
最

も
古

く
確

実
な

も
の

を
示

し
た
．

鹿
胎

の
記

述
に

つ
い

て
は

有
を
●
で
示
し
た



安田雅俊，堤　将太186

資
料

番
号

年
代

資
料
名

鹿
胎
の
記
述

概
要

情
報
源
・
著
者
等

U
R

L
確
認
日

C
13

19
72

年
『
鳥
獣
時
事
新
聞

 3
40

号
』

（
19
72

年
11

月
15

日
発
行
）

●
中

国
人

民
解

放
軍

所
属

の
養

鹿
場

を
紹

介
す

る
以

下
の

記
事

を
引

用
し

て
い

る
．

な
お

胎
盤

を
鹿

胎
の

一
部

と

解
し
た
．

・
 「
梅

花
鹿

は
，

経
済

価
値

の
ひ

じ
ょ

う
に

た
か

い
野

生

動
物

で
，

そ
の

袋
角

と
，

そ
の

角
を

煎
じ

て
作

っ
た

膏
と

は
，

人
体

の
各

種
の

機
能

を
つ

よ
め
，

精
神
・

筋
骨

の
衰

弱
を

の
ぞ

き
，

傷
の

全
治

を
は

や
め

る
な

ど
の

作
用

を
も

っ
て

い
ま

す
．

加
工

を
し

た
生

の
シ

カ
の

角
は
，

で
き

も
の

や
は

れ
も

の
を

な
お

す
こ

と

が
で

き
，

胎
盤
，

筋
，

尾
，

内
臓

も
，

全
部

薬
に

な

り
ま
す
」

宮
尾
（
19
73
）

C
14

19
78

年
『
中
薬
大
辞
典
』（

邦
訳
）

●
鹿

胎
の

効
用

と
し

て
「

腎
を

益
し

精
を

壮
ん

に
す

る
，

虚
を
補
い
精
を
生
じ
る
，
の
効
能
が
あ
る
．
虚
損
労
瘵
，

精
血

不
足
，

婦
女

虚
寒
，

崩
漏

帯
下

を
治

す
」

と
記

述

し
て

い
る
．

崩
漏

は
不

正
出

血
，

帯
下

は
お

り
も

の
を

指
す
．

上
海
科
学
技
術
出
版
社
・

小
学
館
（
19
98
）

C
15

19
79

年
『
四
川
中
葯
志
』
の
「
鹿
胎
」

の
項

●
鹿

胎
の

効
用

と
し

て
女

性
の

月
経

不
順
，

不
正

出
血
，

不
妊
等
を
挙
げ
て
い
る
．

四
川
中
葯
志
協
作
編
写
組

（
19
79
）

C
16

19
79

年
『
中
国
葯
用
動
物
志

 初
版
第

1

冊
』
の
「
梅
花
鹿
」
の
項

●
鹿

胎
は

鹿
の

胎
児

を
乾

燥
し

た
も

の
で
，

そ
の

効
用

は

鹿
角

膠
に

相
似

と
記

述
し

て
い

る
．

鹿
角

膠
は
「

有
䃼

肝
腎
，

益
血

填
精
，

止
血

安
胎

的
功

能
」

と
あ

り
，

効

用
に
崩
漏
，
妊
娠
下
血
を
含
む
．

中
国
葯
用
動
物
志
協
作
組

（
19
79
）

C
17

19
92

年
『
中
国
鹿
類
動
物
』
の
「
中
国

鹿
類
概
述
」
の
項

●
C
16

を
引
用
し
て「

鹿
胎
也
有
䃼
肝
腎
，止

血
安
胎
作
用
」

と
記
述
し
て
い
る
．

盛
（
19
92
）

C
18

19
94

年
『
和
漢
薬
百
科
図
鑑
』
の
「
鹿

茸
」
の
項

●
現

代
中

国
で

市
販

さ
れ

て
い

る
シ

カ
由

来
の

薬
種

の
ひ

と
つ
と
し
て
鹿
胎
を
紹
介
し
て
い
る
．

難
波
（
19
94
）

C
19

20
13

年
『
中
国
葯
用
動
物
志

 第
2
版
』

●
鹿

胎
の

効
用

は
鹿

角
膠

に
相

似
と

記
述

し
て

い
る
．

鹿

角
膠
は
効
用
に
崩
漏
帯
下
を
含
む
．

李
ほ
か
（
20
13
）

C
20

20
16

年
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
管
理
お
よ
び

漢
方
薬
と
し
て
の
伝
統
利
用

●
中

国
医

学
に

お
け

る
鹿

胎
と

は
妊

娠
中

の
胎

盤
と

胎

仔
，

あ
る

い
は

出
生

し
て

3
日

以
内

の
新

生
仔

の
乾

燥

品
と

説
明

し
，

中
国

で
は

鹿
胎

由
来

の
健

康
食

品
が

市

販
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
．

姜
（
20
16
）

付
表

2．
（
続
き
）



薬種としてのニホンジカ胎仔の利用 187
付
表

3．
聞
き
取
り
調
査
で
報
告
さ
れ
た
鹿
胎
の
利
用
文
化

資
料

番
号

地
域

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
生
年

内
容

引
用
文
献

図
2
の
位
置

H
1

栃
木
県
日
光
市

18
94

年
ハ
ラ
ゴ
＝
胎
児
　
薬
と
す
る
．
又
安
産
の
守
．

千
葉
（
19
77
）

栃
木
県

H
2

栃
木
県
日
光
市

19
06

年
ハ
ラ
ゴ
（
鹿
の
）
＝
胎
児
　
産
の
薬
．

千
葉
（
19
77
）

栃
木
県

H
3

奈
良
県
天
川
村

19
04

年
ロ
ク
タ
イ
シ
（
鹿
胎
仔
）
は
塩
づ
け
に
し
て
血
の
道
な
ど
の
薬
で
あ
る
．

千
葉
（
19
71
）

奈
良
県

H
4

奈
良
県
十
津
川
村

18
95

年
胎
児
（
カ
ゴ
）
は
血
の
道
の
薬
に
な
る
．

千
葉
（
19
77
）

奈
良
県

H
5

奈
良
県
十
津
川
村

19
12

年
カ
ゴ
は
寒
中
に
と
っ
た
鹿
の
胎
児
で
血
の
道
の
薬
に
な
る
．
塩
べ
し
に
す
る
．

千
葉
（
19
77
）

奈
良
県

H
6

和
歌
山
県
新
宮
市

18
82

年
，
19
26

年
鹿
の
胎
児
（
カ
ゴ
）
＝
産
後
の
養
生
．

千
葉
（
19
77
）

和
歌
山
県

H
7

山
口
県
長
門
市

19
03

年
鹿
の
子
を
女
の
強
壮
剤
と
し
て
与
え
る
．

千
葉
（
19
86
）

山
口
県

H
8

宮
崎
県
椎
葉
村

19
11

年
ロ
ク
タ
イ
シ
　
鹿
の
胎
児
．
産
後
の
薬
に
す
る
．

千
葉
（
19
86
）

宮
崎
県

H
9

宮
崎
県
椎
葉
村

19
06

年
ロ
ク
タ
イ
シ
と
い
う
の
は
雌
鹿
の
コ
ブ
ク
ロ
の
中
に
あ
る
．
鹿
の
胎
仔
で
炭
火
で
か
わ
か
し
て
婦
人

病
の
薬
と
し
て
用
い
る
．

千
葉
（
19
90
）

宮
崎
県

H
10

宮
崎
県
綾
町

19
06

年
頃

鹿
の
腹
仔
の
黒
焼
き
は
女
の
血
の
道
の
薬
で
あ
る
．

田
中
（
19
93
）

宮
崎
県

H
11

鹿
児
島
県
屋
久
島
町

19
21

年
鹿
胎
仔
（
ロ
ク
タ
イ
シ
）　

6
ヶ
月
の
鹿
の
仔
．
女
の
薬
．

千
葉
（
19
97
）

鹿
児
島
県


